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は
じ
め
に

　

つ
い
に
本
書
の
表
題
に
ま
で
上
り
詰
め
ま
し
た
。
第
一
〇
項

【
彦
次
郎
、
威
光
を
笠
に
着
る
】
。
内
容
は
特
に
お
も
し
ろ
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甘か
ん

蔗し
ゃ

畑
の
野
荒
ら
し
が
出
る
が
、
村
役
人

は
頼
り
な
い
か
ら
大
庄
屋
・
胡う

乱ろ
ん

者も
の

改
め
が
直
々
に
取
り
締
ま
れ

と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
。
ど
こ
の
村
に
も
残
っ
て
い
そ
う
な
古

文
書
で
す
。
歴
史
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
で
し
ょ
う
。

　

通
常
歴
史
史
料
と
し
て
扱
う
と
き
は
以
下
の
よ
う
に
は
読
み
込

ま
な
い
、
あ
る
い
は
読
み
込
め
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
言
葉

遣
い
を
子
細
に
検
討
し
て
い
く
と
何
と
も
難
解
な
史
料
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
容
易
に
は
理
解
で
き
な
い
表
現
が
随
所

に
あ
る
の
で
す
。
一
〇
項
の
解
説
・
〔
語
意
・
語
法
〕
に
も
書
き

ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
相
手
、
あ
る
い
は
第
三
者
に
対
す
る
使
役

の
「
さ
せ
」
が
五
か
所
も
あ
り
ま
す
。
体
言
で
止
め
て
い
る
と
こ

ろ
、
「
様よ
う

」
が
三
か
所
、
「
御
通
」
が
一
か
所
、
「
旨
」
が
一
か

所
、
こ
れ
も
目
に
つ
き
ま
す
。

　

「
さ
せ
」
は
、
こ
の
第
三
集
の
一
七
点
の
古
文
書
に
一
二
か

所
。
他
の
七
か
所
は
ほ
ぼ
一
つ
の
古
文
書
に
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
で

す
か
ら
、
こ
こ
に
五
か
所
集
中
し
て
い
る
の
は
異
常
な
わ
け
で
す
。

「
さ
せ
」
は
使
役
で
、
上
位
者
が
下
の
者
に
や
ら
せ
る
と
い
う
、

上
下
の
関
係
を
示
す
表
現
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
彦
次
郎
は
あ
え
て

使
う
わ
け
で
す
。
ま
た
、
体
言
止
め
は
、
こ
こ
で
は
て
い
ね
い
さ

に
欠
け
た
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で
尊
大
な
物
言
い
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
村
井
彦
次
郎
は
藩
主
治は
る

宝と
み

側
近
。
藩
主
の
威
光

を
背
に
高
圧
的
な
物
言
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
世
文
語
文
一
般
に
共
通
す
る
傾
向
も
、
分
か
り
に
く

さ
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は
、
明
治
以
降
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
を
取
り
込
ん
で
き
た
現
代
の
日
本
語
と
異
な
っ
て
、

行
為
の
主
体
（
主
格
補
語
・
い
わ
ゆ
る
主
語
）
が
書
か
れ
な
い
か

ら
で
す
。
近
世
文
語
文
は
主
格
補
語
を
書
か
な
い
も
の
だ
か
ら
な

の
で
す
。
敬
語
の
有
無
（
「
被
」
が
受
身
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
限

り
な
く
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
敬
語
で
す
）
や
文
章
の
状
況
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で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
（
本
文
〔
文
意
例
〕
中
で

は
、
こ
れ
を
補
足
し
て
あ
り
ま
す
）
。
近
世
に
そ
の
判
断
が
十
全

に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
の
で
す
が
。
た
び
た
び

誤
解
や
間
違
い
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
し
て
や

今
日
、
近
世
史
料
の
誤
読
は
大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
今
日
の
日
本
語
と
違
い
、
近
世
文
語
文
に
は
時
制
が

あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
形
も
現
在
形
も
（
あ
る
い
は
未
来
形
も
）
同

じ
で
す
。
こ
れ
も
付
さ
れ
た
副
詞
や
、
文
章
の
流
れ
か
ら
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
こ
の
彦
次
郎
の
達
し
、

④
の
「
折
取
荒
」
「
申
出
」
は
過
去
、
⑤
「
相
通
さ
せ
」
「
荒
さ

せ
」
も
過
去
、
「
相
聞
」
は
現
在
、
⑥
「
相
触
さ
せ
」
は
過
去
、

「
有
之
」
は
未
来
と
い
う
具
合
で
す
。
い
や
は
や
。

　

な
お
、
ち
ら
つ
く
藩
主
治
宝
の
影
に
つ
い
て
は
、
第
九
項
【
仰

せ
出
さ
れ
候
哉
】
で
も
読
み
取
れ
ま
す
。
「
吟
味
致
候
様
被
仰
出

候
哉
之
趣
ニ
而
、
森
玄げ
ん

蕃ば

方
被
談
候
」
、
治
宝
側
近
森
玄
蕃
の
部
下

が
、
「
（
日
高
焼
に
つ
い
て
治
宝
が
御
述
べ
に
な
っ
た
の
は
）
調

べ
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
な
あ
」
と
、
勘
定
奉
行
に
語
っ

た
、
そ
れ
が
触
れ
に
ま
で
な
っ
て
日
高
郡
に
回
っ
て
き
た
。
藩
主

の
周
囲
が
先
へ
先
へ
と
気
遣
っ
て
い
る
の
で
す
。
治
宝
は
は
た
し

て
調
べ
る
よ
う
に
言
っ
た
の
か
ど
う
か
。

　

「
徹
底
解
釈
」
シ
リ
ー
ズ
も
好
評
を
得
、
第
一
集
（
二
十
周
年

記
念
誌
）
は
お
か
げ
で
全
冊
配
布
で
き
ま
し
た
。
今
回
第
三
集
は
、

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
二
月
の
御
坊
村
「
御
用
留
」
（
当
文
書

館
所
蔵
）
か
ら
興
味
深
い
文
章
、
内
容
を
選
ん
で
い
ま
す
。
村

に
廻
っ
て
き
た
、
代
官
や
勘
定
奉
行
か
ら
の
触
書
な
ど
を
庄
屋
が

書
き
留
め
た
も
の
で
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
村
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

様
々
な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の

当
館
古
文
書
講
座
で
も
利
用
し
た
も
の
で
す
。
前
二
集
同
様
、
よ

ろ
し
く
ご
活
用
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
遊
佐
教
寛
）
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【
左
京
大
夫
様
御
家
老
】

　

村
々
を
支
配
し
た
、
勘
定
奉
行
が
代
わ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ

の
書
き
様
は
、
同
内
容
の
他
の
達
し
に
比
べ
て
特
異
で
す
。
他
の

達
し
で
す
と
、
「
（
前
任
者
）
御
役
替
ニ
付
、
右
跡
（
後
任
者
）

（
役
儀
）
被
仰
付
候
」
と
い
う
よ
う
に
一
目
で
分
か
る
簡
潔
な
書

き
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
九
鬼
四
郎
兵
衛
の
場
合
、

冒
頭
「
左
京
大
夫
様
御
家
老
被
仰
付
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
御
勘

定
奉
行
之
上
ニ
被
仰
付
」
と
役
順
ま
で
記
し
て
い
る
の
で
す
。
役

替
え
と
い
う
以
上
に
、
昇
進
が
前
面
に
出
た
達
し
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
四
郎
兵
衛
が
前
任
の
勘
定
奉
行
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の

次
、
「
右
跡
」
ま
で
こ
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
四
郎
兵
衛
が
勘
定
奉
行
を
離
れ
た
と
い
う
以
上
に
、
左

〔
釈
文
〕

①
先
月
廿
七
日
於
江
戸
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
方
、

左
京
大
夫
様
御
家
老
被
仰
付
御
勘
定

奉
行
之
上
ニ
被
仰
付
候
、
②
右
跡
同
日
土
生

広
右
衛
門
殿
御
勘
定
奉
行
ニ
被
仰
付
候
旨

彼
ノ
地
ゟ
申
来
り
候
由
申
来
り
候
間
、
③
其
旨

京
大
夫
様
御
家
老
に
就
い
た
点
を
知
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
達
す
べ
き
範
囲
に
、
あ
え
て
「
地
士
・
帯
刀
人
、
其
外
直
支

配
」
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

御
祝
儀
を
持
っ
て
挨
拶
に
出
向
き
な
さ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
百
姓
に
と
っ
て
は
関
係
の
な
い
話

な
の
で
す
が
。

　

こ
の
御
用
留
に
は
本
件
の
ほ
か
に
、
寺
社
奉
行
二
件
、
寺
社
吟

味
役
三
件
の
変
更
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
役
人
の
変

更
に
関
す
る
達
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
に
関
わ
る
役
儀
は
勘
定
奉

行
と
寺
社
奉
行
・
寺
社
吟
味
役
に
限
る
よ
う
で
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

①
先
月
廿
に
じ
ゅ
う

七
日
江
戸
に
於
い
て
、
九く

鬼き

四し

郎ろ
う

兵べ

衛え

方
、

左
京
大
夫
様
御
家
老
仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

付つ
（
け
）

一
）
御
勘
定

奉
行
之の

上
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
、
②
右
跡あ
と

同
日
土は

生ぶ

広
右
衛
門
殿
御
勘
定
奉
行
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
旨

彼
の
地
よ
り
申
し
来
り
候
由よ
し

申
し
来
り
候
間
、
③
其そ
の

旨
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可
被
相
心
得
候
、
地
士
・
帯
刀
人
、
其
外
直
支
配
之

面
々
へ
も
可
申
合
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七

　
　
　

二
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
ア
テ

④
右
之
通
被
仰
越
候
ニ
付
写
指
越
候
、
御
書
面
之
趣

相
心
得
ら
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被ら
る

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地じ

士し

・
帯た
い

刀と
う

人に
ん

、
其そ
の

外ほ
か

直じ
き

支
配
之の

面
々
へ
も
申
し
合
わ
す
可
く
候
、
以
上

④
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
し
指
し
越
し
候
、
御
書
面
之の

趣
お
も
む
き

②

①

③
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④
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〔
文
意
例
〕

①
先
月
廿
七
日
江
戸
で
九
鬼
四
郎
兵
衛
に
つ
い
て
、

左
京
大
夫
様
御
家
老
を
（
藩
が
）
御
命
じ
に
な
り
、
（
役
順
は
）
御
勘
定

奉
行
の
上
（
の
位
置
）
に
御
命
じ
に
な
っ
た
。
②
そ
の
跡
（
後
役
）
と
し
て
同
日
土
生

広
右
衛
門
殿
を
御
勘
定
奉
行
に
御
命
じ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

彼
の
地
（
紀
州
藩
江
戸
屋
敷
）
か
ら
言
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
和
歌
山
の
勘
定
奉
行
が
）
言
っ
て
来
た
の
で
、
③
（
大
庄
屋
は
）
そ
の
旨

お
心
得
に
な
る
よ
う
に
。
地
士
・
帯
刀
人
、
そ
の
外
直
支
配
の

面
々
へ
も
つ
た
え
る
よ
う
に
。
以
上

④
右
の
通
り
（
代
官
が
）
仰
せ
越
し
に
な
っ
た
の
で
写
し
を
指
し
越
す
。
御
書
面
の
内
容
を

（
庄
屋
は
）
心
得
る
よ
う
に
。
以
上

可
相
心
得
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
之
助

　
　
　

二
月
十
日

　
　
　
　
　

右
む
ら
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　
　
　
　
　
　
　

肝
煎

相
心
得う

可
く
候
、
已い

上
じ
ょ
う
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
於
江
戸
…
被
仰
付 

左
京
大
夫
は
伊
予
西
条
で
は
な
く
江
戸
在

住
。
江
戸
で
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
家
老
も
同
じ
く

江
戸
在
住
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
九
鬼
四
郎
兵
衛

方
「
方
」
も
「
儀
」
と
同
様
「
…
の
こ
と
」
の
意
味
合
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
「
儀
」
よ
り
も
て
い
ね
い
な
表
現
か
。
こ
こ
で
は
前

勘
定
奉
行
の
九
鬼
四
郎
兵
衛
が
左
京
大
夫
様
御
家
老
に
転
じ
た
た

め
、
後
任
に
「
土
生
広
右
衛
門
殿
」
が
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
。
本

御
用
留
め
に
は
他
に
五
件
の
役
儀
の
変
更
を
記
す
。
以
下
、
写
し

間
違
い
が
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
代
官
差
し
出
し
と
思
え
る
が
、

寺
社
奉
行
仰
付
は
六
月
「
木
村
文
左
衛
門
方、

、
去
ル
七
日
寺
社
奉

行
被
仰
付
候
」
（
三
二
丁
表
）
と
、
先
任
に
は
触
れ
ず
、
後
任
は

「
方
」
を
付
す
。
同
役
の
寺
社
奉
行
差
し
出
し
だ
と
四
月
「
渋
谷

角
右
衛
門
御
役
替
ニ
付
、
右
跡
喜
多
村
孫
之
丞
寺
社
奉
行
被
仰
付

候
」
（
二
〇
丁
表
）
と
、
先
任
を
「
役
替
」
「
右
跡
」
と
し
、
後

任
に
「
方
」
は
付
か
な
い
。
代
官
の
差
し
出
し
で
あ
ろ
う
が
、
下

役
で
あ
る
寺
社
吟
味
役
仰
付
に
は
同
じ
箇
所
に
「
儀
」
を
使
う
。

「
方
」
ほ
ど
の
て
い
ね
い
さ
に
は
欠
け
る
か
。
七
月
「
冨
田
牧
右

衛
門
御
役
替
ニ
付
、
渡
辺
善
右
衛
門
儀、

独ど
く

礼れ
い

小
普
請
格
寺
社
吟
味

役
被
仰
付
候
」
、
七
月
「
西
村
甚
右
衛
門
御
役
替
ニ
付
、
岩
本
幸

内
儀、

肩か
た

衣ぎ
ぬ

御
免
寺
社
吟
味
役
被
仰
付
候
」
（
四
一
丁
表
）
と
あ

る
。
こ
れ
も
代
官
差
し
出
し
と
思
え
る
が
、
同
様
の
表
記
で
六
月

「
山
本
甚
十
郎
儀、

、
昨
廿
五
日
牧
野
恒
右
衛
門
跡
寺
社
吟
味
役
被

仰
付
候
」
（
三
二
丁
表
）
と
す
る
。
先
任
に
「
役
替
」
「
跡
」
と

し
、
後
任
に
「
儀
」
を
用
い
る
。
本
項
は
「
左
京
大
夫
様
御
家
老

被
仰
付
」
、
②
「
右
跡
」
と
す
る
が
、
他
の
五
件
は
誰
某
「
御
役

替
ニ
付
」
、
あ
る
い
は
誰
某
「
跡
」
と
記
す
。
ま
た
、
「
土
生
広

右
衛
門
殿
御
勘
定
奉
行
ニ
被
仰
付
候
」
と
「
殿
」
を
使
う
の
は
こ

の
一
例
に
限
る
（
②
の
注
参
照
）
。
左
京
大
夫
様
御
家
老 

「
左
京

大
夫
」
は
紀
州
藩
支
藩
伊
予
（
愛
媛
県
）
西
条
藩
藩
主
松
平
氏
。

三
万
石
。
紀
州
藩
と
の
関
係
は
、
初
代
藩
主
頼
宣
の
次
男
頼
純
が
分

家
大
名
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
「
御
家
老
」
は
そ
の
家

老
。
西
条
藩
家
老
。
被
仰
付
「
被
」
は
敬
語
。
「
仰
付
」
も
敬
語
で

二
重
の
敬
語
表
現
。
紀
州
藩
が
御
命
じ
に
な
っ
た
。
西
条
藩
家
老
は

紀
州
家
中
が
つ
と
め
る
。
勘
定
奉
行
之
上 

役
順
（
役
務
の
序
列
）

が
本
藩
勘
定
奉
行
の
上
と
い
う
こ
と
。
②
か
ら
、
後
役
土
生
広
右
衛

門
が
本
藩
勘
定
奉
行
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
四
郎
兵
衛
の
前
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職
は
勘
定
奉
行
。
本
来
西
条
藩
家
老
の
役
順
は
本
藩
勘
定
奉
行
よ
り

も
下
位
な
の
だ
が
、
四
郎
兵
衛
の
前
職
を
勘
案
し
て
上
位
に
位
置
付

け
、
そ
れ
を
明
記
し
た
。

②
右
跡
「
右
」
は
九
鬼
四
郎
兵
衛
。
「
跡
」
は
「
後
」
で
、
九
鬼

四
郎
兵
衛
の
後
任
。
土
生
広
右
衛
門
殿 

①
の
「
九
鬼
四
郎
兵
衛

方
」
の
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
殿
」
は
こ
の
一
例
だ
け
で
あ

る
。
代
官
津
秦
友
七
指
し
出
し
、
勘
定
奉
行
仰
付
に
由
来
す
る

か
。
「
生
」
の
字
を
書
き
損
じ
て
い
る
。
勘
定
奉
行 

こ
こ
で
九
鬼

四
郎
兵
衛
の
以
前
の
役
儀
が
勘
定
奉
行
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

彼
ノ
地 

江
戸
。
紀
州
藩
江
戸
屋
敷
。
申
来
り
候
由
申
来
り
候
間 

津

秦
氏
自
身
の
文
章
。
前
者
の
「
申
来
り
」
は
江
戸
、
後
者
は
勘
定

奉
行
。
江
戸
か
ら
言
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
和
歌
山
の
勘
定
奉

行
が
言
っ
て
き
た
。
こ
の
御
用
留
め
で
は
、
一
貫
し
て
「
申
来
」

に
敬
語
「
被
」
が
な
い
。
「
間
」
は
「
…
の
で
」
。

③
可
被
相
心
得
候
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
「
可
…
候
」
は

話
者
津
秦
氏
の
意
志
。
「
被
」
は
大
庄
屋
に
対
す
る
丁
寧
語
。
心

得
て
お
い
て
下
さ
い
よ
。
地
士
・
帯
刀
人 

地
士
は
由
緒
を
持
つ

在
地
の
浪
人
。
帯
刀
人
は
新
興
の
浪
人
で
地
士
よ
り
格
下
。
直
支

配
之
面
々
「
直
支
配
」
は
代
官
所
直
支
配
。
「
直
支
配
之
面
々
」

に
は
地
士
・
帯
刀
人
に
在
地
の
医
師
が
加
わ
る
。
申
合 

相
談
し

て
取
り
決
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
通
達
す
る
。
敬
語

「
被
」
が
あ
っ
て
も
い
い
箇
所
。
津
秦
友
七 

日
高
郡
代
官
。
大
庄

屋
ア
テ 

日
高
郡
七
組
大
庄
屋
の
名
前
が
並
ん
で
い
た
は
ず
だ
が
、

御
坊
村
が
属
す
る
、
天
田
組
大
庄
屋
中
村
氏
が
村
々
宛
て
の
写
し

を
作
っ
た
際
に
こ
の
書
き
方
に
直
し
た
の
だ
ろ
う
。

④
右
之
通 

①
～
③
が
代
官
か
ら
の
達
し
（
の
写
し
）
。
こ
れ
を
各

大
庄
屋
が
写
し
て
、
④
以
下
の
一
文
を
添
え
村
々
に
廻
達
し
た
。

被
仰
越
「
被
」
は
敬
語
。
「
仰
越
」
は
言
っ
て
寄
越
す
の
敬
語
。

代
官
に
対
す
る
大
庄
屋
か
ら
の
敬
語
。
指
越
「
差
越
」
。
送
っ
て

寄
越
す
。
大
庄
屋
の
行
為
。
御
書
面
之
趣
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ

と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。

可
相
心
得 

「
可
被
相
心
得
」
を
書
き
損
じ
た
の
だ
ろ
う
。
已
上 

以

上
。
中
村
伊
之
助 

御
坊
村
が
属
す
る
日
高
郡
天
田
組
大
庄
屋
。
右

む
ら
〳
〵 

御
坊
村
を
含
む
天
田
組
十
七
か
村
の
村
名
が
書
か
れ

て
い
た
。
御
坊
村
庄
屋
が
こ
の
御
用
留
を
記
す
に
あ
た
っ
て
村
名

を
省
略
し
書
き
か
え
た
。
庄
屋
・
肝
煎
中
「
中
」
は
、
役
・
組
織

を
宛
先
に
し
た
場
合
の
脇
付
け
。
現
在
も
使
わ
れ
る
「
御
中
」
の

「
中
」
。
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【
ふ
ん
、
年
五
十
三
才
】

　

家
出
人
が
あ
る
と
、
捜
し
出
す
た
め
の
人
相
書
き
が
廻
り
ま
し

た
。
写
実
と
い
う
発
想
の
な
い
こ
の
時
代
、
人
相
書
き
と
い
っ
て

も
似
顔
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
格
・
顔
の
特
徴
や
着
物
の
色
・

柄
な
ど
を
記
し
た
も
の
を
人
相
書
き
と
称
し
た
の
で
す
。
こ
の
御

用
留
に
は
ほ
か
に
、
こ
の
年
正
月
十
八
歳
の
男
子
一
人
、
三
月
に

二
十
八
歳
と
十
六
歳
の
姉
妹
、
九
月
に
男
性
と
そ
の
妻
子
の
家
出

が
載
っ
て
い
ま
す
。

〔
釈
文
〕

①
海
士
郡
本
脇
村
吉
兵
衛
と
申
者
妻
ふ
ん
と

申
者
、
極
月
十
五
日
夜
家
出
い
た
し
帰
り
不
申
候

よ
し
、
右
吉
兵
衛
願
出
候
由
御
通
し
相
廻
り
候
、

尤
人
相
等
左
之
通

②
一
ふ
ん
年
五
十
三
才

　

一
浅
キ
小
も
ん
身
半
着

　

一
御
納
戸
茶
布
子
・
千
草
袷
着

　

一
帯
ハ
継
々
嶋
之
細
帯

③
右
之
通
ニ
候
間
、
跡
々
之
通
御
取
計
ひ

可
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
之
助

　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

右
村
々
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肝
煎

〔
読
み
下
し
文
〕

①
海
士
郡
本
脇
村
吉
兵
衛
と
申
す
者
妻
ふ
ん
と

申
す
者
、
極ご
く

月げ
つ

十
五
日
夜
家
出
い
た
し
帰
り
申
さ
ず
（
不ず

）
候

由よ
し

（
よ
し
）
、
右
吉
兵
衛
願
い
出
で
候
由
御
通
し
相
廻
り
候
、

尤も
っ
とも
人
相
等
左
之の

通
り

②
一
ふ
ん
年
五
十
三
才

　

一
浅
黄
（
キ
）
小
紋
（
も
ん
）
身
半
着

　

一
御お

納な
ん

戸ど

茶ち
ゃ

布ぬ
の

子こ

・
千ち

草ぐ
さ

袷あ
わ
せ

着ぎ

　

一
帯
は
継つ
ぎ

々つ
ぎ

嶋し
ま

之の

細
帯

③
右
之の

通
り
に
候
間
、
跡
々
之の

通
り
御
取
り
計
ら
い

之こ
れ

有
る
可
く
候
、
以
上

　
　
　
　

④
右
両
日
出
で
御
通
し
、
十
四
日
七
つ
時ど
き

　
　
　
　

嶋
よ
り
参
り
、
同
日
七
つ
半
時
薗
（
そ
の
）
へ
遣
す
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④
右
両
日
出
御
通
し
、
十
四
日
七
つ
時

　
　
　
　

嶋
ゟ
参
り
、
同
日
七
つ
半
時
そ
の
へ
遣

①

②
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③

④
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
本
脇
村 

和
歌
山
市
本
脇
。
「
内
」
を
「
本
」
の
字
に
訂
正
し
て

い
る
。
吉
兵
衛
と
申
者
妻
ふ
ん
と
申
者 

当
主
か
ら
書
き
起
こ
す
か

ら
「
吉
兵
衛
妻
ふ
ん
と
申
者
」
と
い
う
書
き
方
に
な
る
。
未
知
の

人
物
で
あ
る
吉
兵
衛
を
丁
寧
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
こ
の
形
に
し

た
の
だ
ろ
う
が
、
「
と
申
者
」
が
重
複
し
て
い
る
た
め
に
違
和
感

が
あ
る
。
極
月 

十
二
月
。
前
年
の
出
来
事
。
い
た
し
「
致
し
」
は

謙
譲
語
。
夫
吉
兵
衛
か
ら
す
る
、
庄
屋
あ
る
い
は
村
に
対
す
る
謙

譲
表
現
。
帰
り
不
申
候
よ
し
・
願
出
候
由
「
申
」
は
補
助
動
詞
。

〔
文
意
例
〕

①
海
士
郡
本
脇
村
の
吉
兵
衛
と
申
す
者
の
妻
ふ
ん
と

申
す
者
の
こ
と
で
す
が
、
極
月
十
五
日
夜
家
出
致
し
帰
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
右
吉
兵
衛
が
願
い
出
た
と
い
う
御
通
し
が
廻
っ
て
き
た
。

な
お
、
人
相
等
左
の
通
り

②
一
ふ
ん
年
五
十
三
才

　

一
浅
黄
小
紋
の
袖
無
し

　

一
御
納
戸
茶
の
布
子
・
千
草
の
袷
着

　

一
帯
は
継
々
縞
の
細
帯

③
右
の
通
り
な
の
で
、
（
庄
屋
は
）
通
常
の
通
り
御
取
り
計
ら
い

あ
る
よ
う
に
。
以
上

　
　
　
　

④
右
両
日
発
し
た
御
通
し
、
十
四
日
七
つ
時
に

　
　
　
　

嶋
村
か
ら
参
り
、
同
日
七
つ
半
時
に
薗
村
へ
送
っ
た
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上
の
動
詞
（
「
帰
り
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ
て
表

現
し
た
り
す
る
。
「
よ
し
」
「
由
」
は
、
い
ず
れ
も
伝
聞
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
前
者
「
よ
し
」
は
庄
屋
が
吉
兵
衛
か
ら
聞
い
た
こ

と
。
後
者
「
由
」
は
大
庄
屋
が
庄
屋
か
ら
受
け
た
内
容
。
御
通
し 

通
知
。
相
廻
り 
各
村
を
廻
状
で
廻
す
。
人
相 

近
世
の
人
相
書
き
は

②
の
よ
う
な
文
章
で
、
似
顔
絵
な
の
で
は
な
い
。
面
貌
・
身
体
の

特
徴
も
記
す
が
、
近
世
の
貧
し
い
百
姓
は
そ
う
そ
う
着
替
え
が
あ

る
わ
け
で
な
く
同
じ
も
の
を
着
続
け
る
の
で
、
服
装
の
特
徴
が
人

物
を
特
定
す
る
た
め
の
重
要
な
決
め
手
に
な
り
得
た
。

②
浅
キ 

浅
黄
（
色
）
。
小
も
ん 

小
紋
。
色
糸
で
細
か
い
模
様
を

織
り
出
し
た
織
物
。
身
半
着
「
身
」
は
衣
服
の
胴
体
の
部
分
。
身み

頃ご
ろ

。
「
半
着
」
は
、
「
は
ん
ち
ゃ
」
で
袖
無
し
か
（
和
歌
山
県
日

高
郡
等
方
言
）
。
御
納
戸
茶 

緑
色
を
帯
び
た
あ
さ
ぎ
の
染
色
。
青

色
と
緑
色
と
の
中
間
色
。
布
子 

木
綿
の
綿
入
れ
。
千
草 

千
草
色
。

萌も
え

葱ぎ

色
。
袷
着
「
袷
」
の
こ
と
。
裏
地
の
あ
る
衣
服
。
継
々
嶋 

「
継
々
」
は
種
々
の
小こ

布ぎ
れ

を
縫
い
合
わ
せ
て
作
っ
た
も
の
。
「
継つ
ぎ

」

は
衣
服
の
破
れ
を
繕
う
た
め
に
当
て
た
布
。
「
嶋
」
は
縞
。

③
右
之
通 

①
～
②
の
内
容
が
人
相
書
き
と
し
て
大
庄
屋
元
に
届
い

た
か
。
こ
れ
を
写
し
③
の
一
文
を
奥
付
け
て
大
庄
屋
が
村
々
に
達

し
た
。
跡
々 

い
ま
ま
で
。
従
来
。
可
有
之
候
「
可
…
候
」
は
話
者

（
大
庄
屋
）
の
意
志
。
「
之
」
は
強
調
。
中
村
伊
之
助 

天
田
組
大

庄
屋
。

④
右
両
日
出
御
通
し 

大
庄
屋
元
二
月
十
日
付
け
「
四
天
王
寺
焼
失

ニ
付
再
建
勧
化
御
免
公
儀
触
」
（
掲
載
せ
ず
）
・
同
日
付
け
【
左

京
大
夫
様
御
家
老
】・
十
一
日
付
け
「
御
犬
取
飼
御
用
代
官
触
」

（
掲
載
せ
ず
）
及
び
【
ふ
ん
、
年
五
十
三
才
】
、
以
上
四
点
の
、

十
・
十
一
日
両
日
付
の
「
御
通
し
」
が
ま
と
ま
っ
て
御
坊
村
に
到

着
し
た
。
④
は
庄
屋
の
覚
え
書
き
。
七
つ 

午
後
四
時
ご
ろ
。
嶋

ゟ 

御
坊
村
の
北
東
の
隣
村
。
七
つ
半 

午
後
五
時
ご
ろ
。
そ
の
へ
遣 

「
そ
の
」
（
薗
）
は
北
西
の
隣
村
。
村
々
を
廻
す
廻
文
が
嶋
村
か

ら
御
坊
村
へ
届
い
た
の
で
、
庄
屋
は
そ
の
内
容
を
御
坊
村
の
御
用

留
め
に
記
し
、
廻
文
自
体
は
次
の
薗
村
に
送
っ
た
。
「
遣
」
は
、

（
動
作
者
へ
の
敬
意
が
失
せ
て
）
人
を
派
遣
す
る
。
他
へ
や
る
。
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【
い
か
様
に
も
厳
し
く
】

　

「
近
頃
ハ
別
而
在
々
御
触
を
背
、
致
博
奕
候
者
共
有
之
」
、
禁
じ

て
も
お
触
れ
に
背
い
て
博
奕
を
す
る
者
が
い
る
と
達
し
は
い
い

ま
す
。
藩
は
博
奕
を
禁
止
し
た
い
。
博
奕
に
溺
れ
、
庶
民
が
耕
作

を
お
ろ
そ
か
に
し
た
り
、
身
を
持
ち
崩
し
た
り
、
犯
罪
に
走
っ
た

①②
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③

④

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
触
書
一
点
略
）
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り
も
す
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
藩
勘
定
奉
行
は
、
取
り
締
ま
り
が

「
手
弱
」
だ
か
ら
禁
令
の
実
が
上
が
ら
な
い
の
だ
、
取
り
締
ま
り

を
厳
し
く
せ
よ
と
し
ま
す
。
で
も
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
厳

し
く
取
り
締
ま
っ
た
か
ら
と
て
、
博
奕
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
の
で
す
が
。

〔
釈
文
〕

①
別
紙
之
通
村
々
へ
可
相
達
旨
御
勘
定
奉
行

衆
被
仰
聞
候
ニ
付
、
右
写
さ
し
越
候
、
御
書
面
之

趣
厳
鋪
取
計
可
申
旨
可
被
申
付
候
、
仍
之

申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七

　
　
　
　

二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

七
組
大
庄
屋
ア
テ

〔
読
み
下
し
文
〕

①
別
紙
之の

通
り
村
々
へ
相
達
す
可
き
旨
御
勘
定
奉
行

衆
仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

聞き
（
け
）

一
）
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
写
し
差
（
さ
）
し
越
し
候
、
御
書
面
之の

趣お
も
む
き

厳
し
（
鋪し

）
く
取
り
計
ら
い
申
す
可
き
旨

　
　

申
し
付
け
ら
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ　

被ら
る

二
申も
う
（
し
）

　

 

付つ
（
け
）

一
）
候
、
之こ
れ

に
仍よ

り

申
し
越
し
候
、
以
上

⑦

⑥
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②
博
奕
御
法
度
之
儀
追
々
厳
鋪
申
付
有
之
候

処
、
近
頃
ハ
別
而
在
々
御
触
を
背
、
致
博
奕
候

者
共
有
之
趣
風
聞
有
之
、
不
届
千
万
ニ
候
、

③
右
ハ
制
道
手
弱
候
而
ハ
御
制
禁
等
も
相
立
不
申
候

条
、
い
か
様
ニ
も
厳
鋪
取
計
可
申
、
④
就
而
ハ

博
奕
之
義
、
右
致
宿
候
も
の
有
之
故
寄
集
り

候
事
ニ
付
、
致
宿
候
も
の
、
村
々
ニ
而
吟
味
致

召
捕
可
申
候
、
尤
召
捕
次
第
在
牢
へ
入

置
可
被
申
候
、
⑤
件
之
趣
、
早
々
組
々
大
庄
屋
・

胡
乱
者
改
共
へ
不
洩
様
被
申
付
、
村
々
へ

穿
鑿
之
儀
行
届
可
申
付
事

　
　
　
　
　

二
月

　
　
　
　

（
触
書
一
点
略
）

⑥
右
之
通　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
之
助

⑦
「
右
御
通
し
写
村
中
家
別
順
達
致
候

　
　
　
　

三
月
七
日
」

　
　
　
　
　

三
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　

む
ら
〳
〵
ア
テ

②
博ば
く

奕え
き

御
法は
っ

度と

之の

儀
追
々
厳
し
く
申
し
付
け
之こ
れ

有
り
候

処
、
近
頃
は
別
し
て
（
而
）
在
々
御
触
を
背
き
、
博
奕
致
し
候

者
共ど
も

之こ
れ

有
る
趣
風
聞
之こ
れ

有
り
、
不
届
き
千せ
ん

万ば
ん

に
候
、

③
右
は
制
道
手て

弱よ
わ

に
候
て
は
御
制
禁
等
も
相
立
ち
申
さ
ず
（
不ず

）
候

条
、
い
か
様
ニ
も
厳
し
く
取
り
計
ら
い
申
す
可
し
、
④
就つ
い

て
は

博
奕
之の

義
、
右
宿や
ど

致
し
候
も
の
之こ
れ

有
る
故ゆ
え

寄
り
集
り

候
事
に
付
き
、
宿
致
し
候
も
の
、
村
々
に
て
吟ぎ
ん

味み

致
し

召
し
捕
え
申
す
可
く
候
、
尤
も
召
し
捕
え
次
第
在
牢
へ
入
れ

置
き
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ　

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
件
く
だ
ん

之の

趣
、
早
々
組
々
大
庄
屋
・

胡う

乱ろ
ん

者も
の

改
め
共ど
も

へ
洩
れ
ざ
る
（
不
ざ
（
る
））
様

　
　
　
　
　
　
　

申
し
付
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
申も
う
（
し
）

　

 

付つ
（
け
）

一
）
、
村
々
へ

穿せ
ん

鑿さ
く

之の

儀
行
き
届
き
申
し
付
く
可
き
事

⑥
右
之の

通
り

⑦
「
右
御
通
し
写
し
村む
ら

中じ
ゅ
う

家
別
順
達
致
し
候
」
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〔
文
意
例
〕

①
別
紙
の
通
り
（
の
内
容
で
配
下
の
）
村
々
ま
で
（
代
官
・
大
庄
屋
が
）
御
達
し
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
御
勘
定
奉
行

衆
が
御
命
じ
に
な
っ
た
の
で
、
右
写
し
（
別
紙
）
を
渡
す
。
御
書
面
（
別
紙
）
の

内
容
を
徹
底
し
て
執
行
せ
よ
と
い
う
こ
と
を
（
大
庄
屋
は
庄
屋
に
）
御
命
じ
に
な
る
よ
う
に
。
よ
っ
て

伝
達
す
る
。
以
上

②
（
百
姓
に
は
）
博
奕
禁
令
を
度
々
厳
し
く
申
し
付
け
た

け
れ
ど
、
近
頃
は
特
に
い
た
る
所
で
御
触
に
背
い
て
博
奕
を
致
す

者
共
が
い
る
と
い
う
風
聞
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
不
届
千
万
で
あ
る
。

③
こ
の
こ
と
は
（
い
く
ら
禁
令
を
出
し
て
も
）
取
り
締
ま
り
が
い
い
加
減
で
は
禁
止
等
も
成
果
が
な
い
と
い
う
こ
と

だ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
も
厳
し
く
実
行
す
る
よ
う
に
。
④
そ
の
た
め
に
は
、

博
奕
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
博
奕
場
を
開
く
者
が
い
る
か
ら
（
そ
こ
に
人
が
）
寄
り
集
る

事
に
な
る
の
で
、
博
奕
場
を
開
く
者
を
村
々
で
取
り
調
べ
て

捕
ら
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
捕
ら
え
次
第
（
大
庄
屋
方
の
）
牢
へ
入
れ

置
か
れ
る
よ
う
に
。
⑤
以
上
の
内
容
を
（
代
官
は
）
早
々
組
々
大
庄
屋
・

胡
乱
者
改
共
へ
手
抜
か
り
の
な
い
よ
う
に
お
申
し
付
け
に
な
り
、
村
々
へ

（
博
奕
す
る
者
の
）
穿
鑿
が
行
き
届
く
よ
う
に
申
し
付
け
な
さ
い
。

⑥
以
上
右
の
通
り

⑦
「
こ
の
御
通
し
の
写
し
を
村
中
家
ご
と
に
順
に
通
達
致
し
た
」
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
別
紙 
②
～
⑤
の
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
の
表
現
は
書
面
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
。
別
紙
の
内
容
。
勘
定
奉

行
か
ら
各
代
官
に
宛
て
た
達
し
。
そ
の
写
し
を
代
官
津
秦
氏
は
大

庄
屋
に
送
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
写
し
た
も
の
を
大
庄
屋
中
村
氏
は

村
々
に
廻
し
て
い
る
。
村
々
へ
可
相
達
旨 

村
々
に
ま
で
達
す
る
よ

う
に
、
代
官
・
大
庄
屋
が
手
立
て
を
と
り
な
さ
い
。
勘
定
奉
行
の

表
現
を
書
き
か
え
て
い
る
の
で
、
代
官
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
た

だ
ろ
う
「
可
被
相
達
」
の
丁
寧
語
（
被
）
は
略
し
た
か
。
御
勘
定

奉
行
衆 

勘
定
奉
行
の
内
の
一
人
。
「
衆
」
は
人
を
表
わ
す
名
詞
な

ど
に
付
い
て
、
親
愛
、
尊
敬
の
意
を
添
え
る
。
被
仰
聞
候
「
被
」

は
敬
語
。
「
仰
聞
」
は
命
じ
る
の
敬
語
。
二
重
敬
語
。
右
写
さ
し

越
候
「
右
写
」
は
「
別
紙
」
の
こ
と
。
勘
定
奉
行
か
ら
の
達
の
写

し
。
「
さ
し
」
は
接
頭
語
の
「
差
」
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を

整
え
た
り
す
る
語
。
「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
代
官
の
行
為
。
御

書
面 

こ
れ
も
「
別
紙
」
。
厳
鋪
取
計
可
申
旨 

庄
屋
が
取
り
計
ら

う
。
「
可
」
は
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
被
申
」
の

敬
語
（
被
）
を
使
っ
て
い
な
い
。
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動

詞
（
こ
こ
で
は
「
取
計
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ
て

表
現
し
た
り
す
る
。
可
被
申
付
候 

大
庄
屋
に
対
し
て
、
庄
屋
が
取

り
計
ら
う
よ
う
に
申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。
「
可
…
候
」
は
「
可

…
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
「
被
」
は
大
庄
屋
に
対
す
る
敬
語
。
仍

之
「
之こ
れ

に
仍よ
（
り
）」
で
も
よ
い
が
、
「
之
」
は
省
略
し
て
「
よ
っ
て
」

と
読
む
。
申
越 

言
っ
て
寄
越
す
。
七
組 

日
高
郡
本
藩
領
が
七
組
に

分
か
れ
て
い
た
。
志
賀
組
・
入
に
ゅ
う

山や
ま

組
・
江
川
組
・
天あ
ま

田だ

組
・
南
谷

組
・
山
路
組
・
中
山
中
組
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大
庄
屋
が
付
く
。
御
坊

村
は
天
田
組
。

②
博
奕 

博
打
。
法
度 

禁
令
。
追
々 

続
け
て
。
つ
ぎ
つ
ぎ
に
。
こ

こ
で
は
度
々
。
有
之
「
之
」
は
強
調
。
別
而 

「
べ
っ
し
て
」
あ
る

い
は
「
わ
け
て
」
。
特
に
。
在
々 

い
た
る
所
。
あ
ら
ゆ
る
所
。
致

博
奕
候
者
共
有
之
趣
風
聞
有
之
「
有
之
」
が
重
複
し
、
あ
る
い
は

「
趣
」
は
重
す
ぎ
る
か
。
耳
慣
れ
な
い
言
い
方
。
写
し
違
い
か
。

「
致
博
奕
候
者
共
有
之
由
相
聞
」
「
致
博
奕
候
者
共
有
之
と
の
風

聞
御
座
候
」
の
方
が
な
じ
む
か
。
千
万 

接
尾
辞
。
体
言
等
に
つ
い

て
、
程
度
の
は
な
は
だ
し
い
こ
と
。

③
制
道 
政
道
。
取
り
締
ま
り
。
手
弱 

弱
々
し
い
。
た
よ
り
な
い
。

制
禁 

規
則
で
禁
止
す
る
こ
と
。
相
立
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
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【
鳴
り
物
停
止
】

　

大
身
の
武
家
や
公
家
が
没
す
る
と
、
鳴な
り

物も
の

や
普
請
の
停
ち
ょ
う

止じ

を
触

れ
ま
す
。
大
き
な
音
は
出
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
す
が
、

庶
民
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
人
物
は
縁
遠
い
わ
け
で
、
停
止
は
難
儀

な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

御
用
留
に
は
瑶
林
院
の
ほ
か
に
、
五
月
公
家
「
戸
田
采う
ね

女め
の

正か
み

殿

卒
去
」
に
付
き
鳴
物
三
日
停
止
、
普
請
は
「
不
く
る
し

苦か
ら
ず」
、
九
月
公
家

「
宮く

内な
い

大た

輔ゆ
う

様
…
御
卒
去
」
に
付
き
普
請
は
一
日
、
鳴
物
七
日
の

停
止
、
十
一
月
加
判
之
列
「
金
森
孫
右
衛
門
殿
御
死
去
」
で
停
止

の
記
載
な
し
の
三
例
が
載
り
ま
す
。

語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
立
」
は
成
り
立
つ
。

候
条
「
条
」
は
「
…
に
よ
っ
て
」
「
故
に
」
。
い
か
様
ニ
も 

何
と

し
て
で
も
。

④
就
而
ハ 
そ
の
た
め
。
そ
れ
だ
か
ら
。
博
奕
之
義
「
義
」
（
儀
）

は
「
こ
と
」
。
「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
そ
の
中
で
「
義
（
儀
）
」
は
、
そ
の
か
か
る
範
囲
が
最
も
狭

く
、
直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。
致
宿
「
宿
」
は
こ
こ
で
は
場
所
。

家
。
博
奕
宿
。
博
打
場
。
吟
味 
取
り
調
べ
。
在
牢 

在
地
（
村
）
の

牢
。
大
庄
屋
方
の
牢
屋
。
入
置
可
被
申
候 
こ
こ
で
は
勘
定
奉
行
か

ら
代
官
に
対
す
る
丁
寧
語
。

⑤
件
之
趣
「
件
」
は
「
前
に
述
べ
た
」
。
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ

と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。

胡
乱
者
改 

代
官
の
下
、
村
々
で
の
取
り
締
ま
り
を
行
な
う
役
。
大

庄
屋
と
対
等
の
格
か
。
郡
に
ひ
と
り
。
「
組
々
」
は
「
大
庄
屋
」

に
だ
け
か
か
る
。
不
洩
様
被
申
付
「
不
洩
」
は
伝
達
洩
れ
が
な
い

よ
う
に
の
意
。
「
被
」
は
代
官
に
対
す
る
丁
寧
語
。
行
届
可
申
付

事 

「
可
被
申
付
」
の
敬
語
（
被
）
を
落
と
し
た
か
。
た
だ
、
文

章
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
り
、
「
村
々
へ
穿
鑿
之
儀
行
届
可
申
付

様
、
早
々
組
々
大
庄
屋
・
胡
乱
者
改
共
へ
可
被
申
付
候
」
と
す
べ

き
よ
う
に
思
え
る
。
「
穿
鑿
」
は
博
奕
宿
の
穿
鑿
。

⑥
右
之
通
…
む
ら
〳
〵
ア
テ 

こ
こ
が
大
庄
屋
中
村
伊
之
助
の
文
章
。

⑦
右
御
通
し
…
三
月
七
日 

こ
の
二
行
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込

み
。
達
し
が
丁
を
ま
た
い
で
し
ま
っ
た
た
め
前
の
丁
に
書
き
込
ん

だ
の
だ
ろ
う
。
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〔
釈
文
〕

①
一
筆
申
入
候
、
水
戸
源
文
様
御
妹
瑶
林
院
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
停
止
脱
カ
）

当
月
廿
四
日
御
逝
去
ニ
付
、
鳴
物
ハ
今
日
ゟ
三
日
、

〔
読
み
下
し
文
〕

①
一
筆
申
し
入
れ
候
、
水
戸
源
文
様
御
妹
瑶よ
う

林り
ん

院い
ん

様
、

当
月
廿
に
じ
ゅ
う

四
日
御
逝せ
い

去き
ょ
に
付
き
、
鳴
物
は
今
日
よ
り
三
日
（
停
ち
ょ
う

止じ

）
、

②

③

④

①
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普
請
ハ
不
苦
旨
、
御
老
中
被
仰
渡
候
段
大
目
付
中
ゟ

申
来
り
候
ニ
付
、
②
口
六
郡
同
様
相
慎
候
筈
之
旨
、

是
又
申
来
り
候
間
、
其
段
支
配
下
へ
可
被
相
達
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

三
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筧
勘
助

　
　
　

津
秦
友
七
殿

③
右
之
通
被
仰
越
候
ニ
付
、
右
写
し
指
越
候
、
御
書
面
之
趣

村
内
不
洩
様
相
通
し
可
被
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　

尤
寺
社
方
へ
も
可
被
相
触
候
、
依
而
申
越
候

　
　
　
　

四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
之
助

　
　
　

御
坊
・
そ
の
・
名
屋
・
し
ま
・
田
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
そ
の
へ
遣
ス

普
請
は
苦
し
か
ら
ざ
る
（
不ざ
（
る
））旨
、

　
　
　

御
老
中
仰
せ
渡
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

渡わ
た
（
さ
）

一
）
候
段
大
目
付
中
よ
り

申
し
来
り
候
に
付
き
、
②
口
六
郡
同
様
相
慎
し
み
候
筈
之の

旨
、

是
又
申
し
来
り
候
間
、
其
段
支
配
下
へ

　
　
　
　

相
達
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
候
、
恐
き
ょ
う

々き
ょ
う

謹き
ん

言げ
ん

③
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
写
し
指
し
越
し
候
、
御
書
面
之の

趣

村
内
洩
れ
ざ
る
（
不ざ
（
る
）
）
様
相
通
し
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
レ

申も
う
（
さ
）
） 

候
、

　

尤も
っ
とも
寺
社
方
へ
も
相
触
れ
ら
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被ら
る

二

相あ
い

触ふ
（
れ
）

一

）
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
っ
て
（
而
）
申
し
越
し
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
薗
（
そ
の
）
へ
遣つ
か
わす

〔
文
意
例
〕

①
一
筆
申
し
入
れ
ま
す
。
水
戸
源
文
様
御
妹
の
瑶
林
院
様
で
す
が
、

当
月
廿
四
日
御
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。
鳴
物
は
今
日
よ
り
三
日
（
停
止
）
、

普
請
は
（
実
施
し
て
も
）
か
ま
わ
な
い
旨
、
御
老
中
が
仰
せ
渡
し
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
大
目
付
中
か
ら

申
し
て
来
ま
し
た
。
②
口
六
郡
（
も
武
家
）
同
様
に
慎
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
、

こ
れ
又
申
し
て
来
た
の
で
、
（
代
官
は
）
そ
の
内
容
を
支
配
下
へ
お
達
し
に
な
る
よ
う
に
。
恐
々
謹
言

③
右
の
通
り
（
勘
定
奉
行
が
）
仰
っ
て
来
た
の
で
、
右
の
写
し
を
渡
し
ま
す
。
（
庄
屋
は
）
御
書
面
の
内
容
を



− 22 −− 23 −

村
内
洩
れ
な
く
通
知
な
さ
る
よ
う
。

　
　
　

た
だ
し
村
内
各
寺
社
へ
も
お
触
れ
に
な
る
よ
う
。
よ
っ
て
伝
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
薗
村
へ
送
る
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
一
筆
申
入
候
…
恐
々
謹
言 

書
状
形
式
で
使
わ
れ
る
慣
用
句
。

内
容
に
伴
い
書
状
形
式
に
し
た
か
。
「
恐
々
謹
言
」
は
書
状
の
末

に
置
く
敬
意
表
現
。
恐
れ
な
が
ら
謹
ん
で
申
し
上
げ
る
。
水
戸
源

文
様
御
妹
瑶
林
院
様 

水
戸
徳
川
家
か
ら
分
か
れ
た
水
戸
氏
（
松
平

氏
）
四
家
（
讃
岐
高
松
藩
・
常
陸
石
岡
藩
・
同
宍
戸
藩
・
陸
奥
守

山
藩
）
い
ず
れ
に
も
、
「
源
文
」
「
瑶
林
院
」
と
も
該
当
す
る
よ

う
な
人
物
は
見
い
だ
せ
な
い
。
鳴
物
「
停
止
」
の
文
言
が
抜
け
て

い
る
。
「
鳴な
り

物も
の

停ち
ょ
う

止じ

」
。
葬
儀
期
間
中
、
楽
器
の
演
奏
を
禁
じ

る
こ
と
。
不
苦 

停
止
の
必
要
は
な
い
。
被
仰
渡
候
段
「
被
」
は
尊

敬
を
表
す
助
動
詞
。
受
身
で
は
な
い
。
「
仰
渡
」
も
命
じ
る
の
敬

語
。
二
重
敬
語
。
「
段
」
は
「
こ
と
」
。
「
…
の
こ
と
」
を
意
味

す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。
筆
者
は
「
統
合

の
段
」
と
称
す
る
。
大
目
付
中
「
文
化
四
卯
年
四
月
十
一
日
…
一

大
目
付
欠
役
に
付
、
御
供
番
頭
以
上
へ
御
触
書
諸
事
通
達
、
大

目
付
無
之
已
前
之
振
合
を
以
御
目
付
通
達
之
事
」
（
『
南
紀
徳
川

史
』
八
冊
、
四
八
八
頁
）
。
基
本
は
供
番
頭
以
上
の
武
家
宛
達
し

で
あ
る
も
の
の
、
庶
民
も
武
家
同
様
に
慎
む
よ
う
触
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
「
中
」
は
、
ひ
と
り
の
大
目
付
で
は
な
く
、
複
数
人
い

る
役
儀
の
集
団
の
こ
と
。
申
来
り 

敬
語
表
現
な
し
に
使
う
よ
う
に

思
え
る
。

②
口
六
郡
同
様 

日
高
郡
も
口
六
郡
な
の
で
、
「
口
六
郡
と
同
様

に
」
と
解
す
る
と
意
味
が
と
れ
な
い
。
口
六
郡
の
在
地
も
武
家
同

様
に
の
意
か
。
「
口
六
郡
」
は
牟
婁
郡
を
除
く
紀
州
六
郡
。
相
慎

候
筈
之
旨
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
「
筈
」
は
道
理
、
理
屈
、
筋
道
、
予
定
、
手
筈
。

「
筈
」
は
「
様
」
の
上
か
ら
訂
正
し
た
か
。
「
旨
」
は
も
の
ご

と
の
意
味
・
内
容
。
是
又
申
来
り
候 

「
逝
去
」
の
達
と
は
別
箇

に
「
口
六
郡
同
様
」
の
達
が
あ
っ
た
か
。
支
配
下
へ
可
被
相
達
候
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「
可
」
は
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が

丁
寧
。
「
被
」
は
代
官
に
対
す
る
丁
寧
語
。
筧
勘
助 

勘
定
奉
行
。

津
秦
友
七
殿 
廻
状
の
冒
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
代
官
津
秦
友
七
か

ら
大
庄
屋
中
村
伊
之
助
宛
の
添
え
書
き
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

③
右
之
通
「
右
之
通
」
の
内
容
で
。
①
の
内
容
で
。
①
が
勘
定
奉

行
が
代
官
に
送
っ
た
書
状
。
こ
れ
を
代
官
が
写
し
て
大
庄
屋
に
送

り
、
大
庄
屋
は
こ
れ
を
さ
ら
に
写
し
、
②
を
添
え
村
々
に
送
っ

た
。
右
写
し 

直
前
の
「
被
仰
越
」
た
書
面
の
写
し
。
①
の
こ
と
。

仰
越
「
越
」
は
行
く
、
来
る
。
指
越
「
指
」
は
意
味
を
強
め
た
り

語
調
を
整
え
た
り
す
る
接
頭
辞
「
差
」
。
不
洩 

通
知
洩
れ
の
な
い

よ
う
に
。
可
被
申
候
「
被
」
は
庄
屋
へ
の
丁
寧
語
。
「
申
」
は
補

助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
「
通
し
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、

敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。
寺
社
方 

村
内
各
寺
社
。
「
方
」
は
そ

れ
に
属
す
る
人
た
ち
。
寺
社
へ
の
達
し
は
通
常
は
寺
社
奉
行
廻
り

に
な
る
。

④
そ
の
へ
遣
ス 

御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
御
坊
村
に
届
い
た
廻

状
を
、
宛
先
の
順
に
従
っ
て
次
の
薗
村
に
遣
っ
た
。
「
遣
」
は
、

（
動
作
者
へ
の
敬
意
が
失
せ
て
）
人
を
派
遣
す
る
。
他
へ
や
る
。

【
秤
改
め
】

　

幕
府
は
秤
を
統
一
す
る
た
め
、
秤
に
対
す
る
独
占
権
を
、
東
三
三

か
国
に
つ
い
て
は
守し
ゅ

随ず
い

家
の
江
戸
秤
座
に
、
西
三
三
か
国
に
つ
い
て

は
神じ
ん

家
の
京
都
秤
座
に
与
え
ま
し
た
。
二
家
は
諸
国
で
秤
の
製
造
・

販
売
・
修
理
や
、
一
〇
年
に
一
回
く
ら
い
の
秤
改
め
を
行
な
い
ま
し

た
。
和
歌
山
に
も
京
都
秤
座
の
出で

店み
せ

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
（
『
国

史
大
辞
典
』
）
。
た
だ
、
改
め
洩
れ
は
勘
定
奉
行
も
責
任
を
問
わ
れ

る
よ
う
で
、
そ
の
点
勘
定
奉
行
も
神
経
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
秤
改
め
の
史
料
は
説
明
が
具
体
的
で
は
な
く
、
解
釈
が
難

し
い
も
の
の
一
つ
で
す
。

〔
釈
文
〕

　

①
神
善
四
郎
秤
改
之
義
ニ
付
、
去
冬
委
細
相
達
有
之
事
ニ
候
、

〔
読
み
下
し
文
〕

　

①
神じ
ん

善
四
郎
秤
改
め
之の

義
に
付
き
、
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去
冬
委
細
相
達
し
之こ
れ

有
る
事
に
候
、

　

夫そ
れ

に
付
き
、
近
々
之の

内
日
高
郡
小
松
原
村
へ
出
張
、
郡
中
諸
秤

　

相
改
め
候
筈
に
候
条
、

　
　
　
　
　
　
　

②
村
々
秤
員
数
書
き
一
組
切
り
帳
面
相
認し
た
ため
、

　

来
月
五
日
迄
に
天
田
組
大
庄
屋
役
所
へ
差
し
出
し
置
き
、
右

　

善
四
郎
代だ
い

之の

者
罷ま
か

り
出い

で
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
相
渡
し
候
様

一
③
右
員
数
書
き
差
し
出
し
候
上
、
諸
秤
其そ
の

組
々
大
庄
屋
共ど
も

手
前
へ

　

取
り
集
め
差
し
出
さ
せ
候
て
（
而
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　

所
に
依
り
往お
う

返へ
ん

手
間
取ど

り
候
所
も
之こ
れ

有
る
べ
く

　

候
に
付
き
、

　
　
　

前ぜ
ん

段だ
ん

員
数
書
き
大
庄
屋
共
へ
差
し
出
し
候
て
、
秤
之
義
ハ

　

村
々
よ
り
直じ
か

に
指
し
出
し
、
改
め
受
け
候
様

一
④
村
々
所
持
之
秤
之
内
、
下
地
改
め
洩
れ
之こ
れ

有
る
筋
た
り
と
も
、

　

残
ら
ず
（
不ず

）
改
め
受
け
候
様

一
⑤
村
々
之の

内
諸
秤
相
調と
と
のえ
（
へ
）
候
て
間
も
之こ
れ

無
き
者
共
は
、

　

心
得
違
い
、
指
し
出
さ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

之こ
れ

有
る
可
く
候
ら
え
共ど
も

、
此こ
の

度た
び

之の

改
め
は

　

新し
ん

古こ

に
拘
わ
ら
ず
（
不ず

）
相
改
め
候
筈
に
候
間
、
件
く
だ
ん

之の

趣

　
　
　

入に
ゅ
う

念ね
ん

に
相
達
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
候
、
⑥
右
は

　

夫
ニ
付
、
近
々
之
内
日
高
郡
小
松
原
村
へ
出
張
、
郡
中
諸
秤

　

相
改
候
筈
候
条
、
②
村
々
秤
員
数
書
一
組
切
帳
面
相
認
、

　

来
月
五
日
迄
ニ
天
田
組
大
庄
屋
役
所
へ
差
出
シ
置
、
右

　

善
四
郎
代
之
者
罷
出
候
ハ
ヽ
相
渡
し
候
様

一
③
右
員
数
書
差
出
候
上
、
諸
秤
其
組
々
大
庄
屋
共
手
前
へ

　

取
集
差
出
さ
せ
候
而
ハ
、
依
所
往
返
手
間
取
候
所
も
有
之
べ
く

　

候
ニ
付
、
前
段
員
数
書
大
庄
屋
共
へ
差
出
候
て
、
秤
之
義
ハ

　

村
々
ゟ
直
ニ
指
出
し
、
改
受
候
様

一
④
村
々
所
持
之
秤
之
内
、
下
地
改
洩
有
之
筋
た
り
と
も
、

　

不
残
改
受
候
様

一
⑤
村
々
之
内
諸
秤
相
調
へ
候
而
間
も
無
之
者
共
ハ
、

　

心
得
違
、
不
指
出
者
も
可
有
之
候
へ
共
、
此
度
之
改
ハ

　

新
古
ニ
不
抱
相
改
候
筈
ニ
候
間
、
件
之
趣
入
念
可
被
相
達
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
右
ハ

　

公
儀
ヨ
リ
被
仰
出
候
筋
ニ
付
、
勿
論
隠
置
候
義
ハ
有
之
間

　

敷
候
へ
共
、
猶
心
得
違
無
之
様
可
被
相
達
候
、
追
而
右
秤
座

　

之
者
村
々
打
廻
り
候
由
ニ
付
、
其
節
改
洩
有
之
品
申
出
候

　
而
ハ
如
何
候
条
、
是
又
入
念
可
被
相
達
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
兵
大
夫

（
拘
）
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①③④⑤

②
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⑦
⑧

⑥
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公
儀
よ
り
仰
せ
出
で
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

出い
（
で
）

一
）
候
筋
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勿も
ち

論ろ
ん

隠
し
置
き
候
義
は
之こ
れ

有
る
ま

　

じ
く
（
間ま

敷じ
（
く
））
候
ら
え
共
、
猶な
お

心
得
違
い
之こ
れ

無
き
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

相
達
さ
る
可
く
候
、
追
っ
て
右
秤
座

　

之の

者
村
々
打
廻
り
候
由
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
節
改
め
洩
れ
之こ
れ

有
る
品
申
し
出
で
候

　

て
は
如い
か

何が

に
候
条
、
是こ
れ

又
入
念
に
相
達
さ
る
可
く
候

一
⑦
右
秤
改
め
日に
ち

限げ
ん

之の

義
は
申
し
来
り
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
っ
て
其
段
申
し
越
す
可
く
候
、

　

其
節
村
々
よ
り
諸
秤
何
丁
と
の
目
録
書
き
相
添
え
、

　

村
々
よ
り
直じ
か

に
小
松
原
村
改
め
所
へ
指
し
出
し
申
す
可
く
候

　
　

⑧
四
月
廿
に
じ
ゅ
う

七
日
七
つ
過
ぎ
、
島
（
し
ま
）
よ
り
来
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直じ

き
に
薗そ
の

へ
遣
す

　
　

外
に
薗
（
そ
の
）
庄
屋
元
へ
届
状
一
通
共
（
と
も
）

　
　
　

四
月

　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七
殿

一
⑦
右
秤
改
日
限
之
義
ハ
申
来
次
第
追
而
其
段
可
申
越
候
、

　

其
節
村
々
ゟ
諸
秤
何
丁
と
の
目
録
書
相
添
、

　

村
々
ゟ
直
ニ
小
松
原
村
改
所
へ
指
出
し
可
申
候

　
　

⑧
四
月
廿
七
日
七
つ
過
、
し
ま
ゟ
来
ル
、
直
キ
ニ
薗
へ
遣
ス

　
　

外
ニ
そ
の
庄
屋
元
へ
届
状
一
通
と
も

〔
文
意
例
〕

　

①
神じ
ん

善
四
郎
家
の
手
に
よ
る
秤
改
め
の
件
で
あ
る
が
、
去
年
の
冬
、
委
細
に
つ
い
て
は
（
勘
定
奉
行
が
）
達
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
近
々
の
内
（
善
四
郎
家
が
）
日
高
郡
小
松
原
村
へ
出
張
し
、
日
高
郡
中
の
諸
秤
を

　

検
査
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
（
庄
屋
は
）
村
々
で
（
百
姓
の
持
つ
）
秤
の
員
数
書
を
一
組
に
ま
と
め
た
帳
面
を
書
き
上
げ
、
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来
月
五
日
迄
に
天
田
組
大
庄
屋
役
所
へ
差
出
し
置
い
て
、
（
大
庄
屋
は
そ
れ
を
）
右
の

　

善
四
郎
代
理
の
者
が
出
張
し
て
き
た
な
ら
ば
渡
す
様
に
。

一
③
（
庄
屋
が
）
右
の
員
数
書
を
（
天
田
組
大
庄
屋
に
）
差
し
出
し
た
上
に
、
諸
秤
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
大
庄
屋
達
の
と
こ
ろ
へ

　

（
一
旦
庄
屋
が
）
取
り
集
め
、
（
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
小
松
原
村
の
改
所
ま
で
庄
屋
に
）
差
し
出
さ
せ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
に
よ
っ
て
行
っ
た
り
来
た
り
に
手
間
取
る
所
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

前
段
の
員
数
書
だ
け
（
庄
屋
は
来
月
五
日
ま
で
に
）
大
庄
屋
達
の
所
へ
差
し
出
し
て
置
い
て
、
秤
は

　

村
々
か
ら
（
庄
屋
が
小
松
原
村
改
所
へ
）
直
接
指
し
出
し
検
査
を
受
け
る
様
に
。

一
④
村
々
で
（
百
姓
が
）
持
っ
て
い
る
秤
の
内
、
も
と
も
と
（
前
回
検
査
で
）
検
査
洩
れ
の
あ
る
も
の
で
も
、

　

残
ら
ず
検
査
を
受
け
る
様
。

一
⑤
村
々
の
内
で
諸
秤
を
購
入
し
て
間
も
な
い
者
達
は
、

　

勘
違
い
を
し
て
差
し
出
さ
な
い
者
も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
今
回
の
検
査
は

　

新
し
い
古
い
に
関
わ
ら
ず
検
査
す
べ
き
な
の
だ
か
ら
、
右
の
こ
と
を
念
を
入
れ
て
（
代
官
は
）
お
達
し
な
さ
る
よ
う
。
⑥
右
は

　

公
儀
か
ら
仰
せ
出
で
に
な
っ
た
筋
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
（
秤
を
検
査
に
出
さ
ず
に
）
隠
し
置
く
こ
と
は
あ
っ
て
は

　

な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
な
お
考
え
違
い
の
な
い
よ
う
に
（
代
官
は
）
お
達
し
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
右
の
秤
座

　

の
者
が
村
々
を
巡
回
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
節
検
査
洩
れ
の
あ
る
品
を
（
秤
座
の
者
が
）
指
摘
し

　

て
は
問
題
な
の
で
、
こ
れ
ま
た
念
を
入
れ
お
達
し
な
さ
る
よ
う
。

一
⑦
右
の
秤
改
め
の
日
程
だ
が
、
（
秤
座
の
者
か
ら
）
言
っ
て
来
次
第
い
ず
れ
そ
の
内
容
を
（
代
官
に
）
申
し
伝
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
（
秤
改
め
の
）
節
に
村
々
か
ら
ど
の
秤
が
何
丁
と
の
目
録
書
を
添
え
、

　

村
々
か
ら
直
に
小
松
原
村
改
所
へ
（
秤
を
）
指
し
出
し
申
す
よ
う
に
。
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た
り
と
も
」
の
あ
と
に
、
「
今
度
ハ
不
訴
出
候
ニ
付
」
の
よ
う
な

一
文
を
暗
黙
に
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

⑤
心
得
違 

思
い
違
い
。
件
之
趣
「
件
」
は
「
前
に
述
べ
た
」
。

⑥
公
儀
ヨ
リ
被
仰
出
候 

文
化
元
年
十
月
、
諸
国
に
宛
て
て
秤
改
め
の

触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
（
『
御
触
書
天
保
集
成 

下
』
）
。
「
被
」
は

敬
語
。
「
仰
出
」
も
敬
語
。
打
廻
り
「
打
廻
」
は
あ
ち
こ
ち
歩
く
。

巡
回
す
る
。
如
何 

ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。
い
か
が
し
い
。
高
木
兵
太

夫 

勘
定
奉
行
。

四
月
「
と
ら

」
は
「
寅
」
の
異
体
字
。

⑦
右
秤
改
…
可
申
候 

勘
定
奉
行
の
奥
書
。
①
～
⑦
が
勘
定
奉
行
の

達
し
（
写
し
）
。
代
官
は
こ
れ
を
写
し
て
大
庄
屋
に
送
り
、
大
庄

屋
は
こ
れ
を
写
し
て
村
へ
送
っ
て
い
る
。
代
官
・
大
庄
屋
の
添
え

書
き
は
省
い
て
御
用
留
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
日
限 

指
定
の
日
時
。
申
来 

秤
役
人
が
勘
定
奉
行
に
申
し
来
た
る
。
申
越 

言
っ
て
寄
越
す
。
目
録
書 

②
の
大
庄
屋
に
差
し
出
す
「
員
数
書
」

と
は
別
に
、
秤
改
め
の
場
に
秤
と
共
に
持
参
す
る
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
神
善
四
郎 

神
家
の
世
襲
名
。
相
達
「
相
」
は
語
調
を
調
え
る

語
。
有
之
「
有
」
の
強
調
形
。
出
張
「
し
ゅ
っ
ち
ょ
う
」
だ
が
、

近
世
末
ま
で
「
で
ば
り
」
と
も
読
ん
だ
。
諸
秤 

様
々
な
種
類
の

秤
。
候
筈
候
条
「
条
」
は
、
…
の
で
。

②
員
数
書
（
種
類
ご
と
の
）
秤
の
数
を
書
き
上
げ
た
書
面
。
一
組

切
「
切
」
は
限
る
。
善
四
郎
代
「
代
」
は
代
理
。
罷
出
「
罷
」
は

他
の
動
詞
の
上
に
付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。

③
其
組
々 

そ
れ
ぞ
れ
の
村
が
属
す
る
組
の
。
御
坊
村
な
ら
ば
天
田

組
。
手
前 

自
分
の
領
分
。
こ
こ
で
は
大
庄
屋
の
と
こ
ろ
。
大
庄
屋

元
。
差
出
さ
せ
「
さ
せ
」
は
大
庄
屋
か
ら
の
庄
屋
に
対
す
る
使
役
。

往
返 

こ
ち
ら
へ
来
た
り
あ
ち
ら
へ
行
っ
た
り
。
有
之
べ
く
「
べ
く

（
可
）
」
は
話
者
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
こ
こ
は
も
っ
と
も
弱
い

意
味
。
話
者
の
推
測
。
前
段 

前
の
段
。
①
②
の
こ
と
。

④
下
地
改
洩
有
之
筋
た
り
と
も 

「
下
地
」
は
元
来
。
も
と
も
と
。

「
筋
」
は
、
ぼ
か
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
も
の
。
「
改
洩
有
之
筋

　
　

⑧
四
月
廿
七
日
七
つ
過
ぎ
、
島
村
か
ら
来
状
。
直
ぐ
に
薗
村
へ
送
る
。

　
　

外
に
薗
村
庄
屋
へ
届
状
一
通
と
共
に
（
送
っ
た
）
。
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な
気
持
ち
を
こ
め
て
、
「
…
し
て
や
る
」
。
こ
こ
で
は
平
素
の
表

現
。

⑧
四
月
…
と
も 

御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
七
つ 

午
後
四
時
頃
。

庄
屋
元 
庄
屋
の
所
。
届
状 

秤
改
め
と
は
別
件
の
、
何
ら
か
の
役

務
上
の
書
状
と
思
え
る
。
申
遣
「
遣
」
は
補
助
動
詞
的
に
、
尊
大

す
。
改
め
に
は
費
用
も
か
か
る
た
め
、
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
し

て
改
め
を
避
け
た
農
民
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

〔
釈
文
〕

一
①
秤
改
此
節
湯
浅
村
へ
入
込
候
由
、
昨
日
我
等

　

宅
へ
両
人
罷
出
申
候
処
、
何
れ
之
村
々
共
千
木

　

秤
改
員
数
無
数
候
間
、
再
調
べ
被
成
下
候
様
ニ
と
、
口
上

　

書
指
出
し
候
付
、
右
写
し
指
越
候
、
村
々
ニ
而
写
取

　

候
様
、
②
尤
右
ハ
新
古
ニ
不
抱
改
候
筈
ニ
候
へ
者
、

　

追
而
村
々
相
廻
り
可
申
候
由
、
且
員
数
無
数
候
而
ハ

　

日
高
辺
へ
も
難
罷
越
候
ニ
付
、
品
ニ
ゟ
湯
浅
へ
も

　

取
寄
候
哉
ニ
も
可
有
之
由
申
出
候
間
、
③
其
村
々

　

今
一
応
相
調
べ
員
数
書
取
か
へ
、
来
ル
十
八
日
迄
ニ

〔
読
み
下
し
文
〕

一
①
秤
改
め
此こ
の

節
湯
浅
村
へ
入
り
込
み
候
由
、
昨
日
我
等

　

宅
へ
両
人
罷ま
か

り
出
で
申
し
候
処
、
何い
ず

れ
之の

村
々
共と
も

千ち

木ぎ

　

秤
改
め
員
数
数
無
く
候
間
、

　
　
　

再
調
べ
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成な
（
し
）

　

下く
だ
（
さ
）

一
）
候
様
に
と
、
口
上

　

書
き
指
し
出
し
候
に
付
き
、
右
写
し
指
し
越
し
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
々
に
て
（
而
）
写
し
取
り

　

候
様
、
②
尤
も
っ
と
も

右
は
新
古
に
拘
わ
ら
ず
（
不ず

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
め
候
筈
に
候
ら
え
ば
（
者
）
、

　

追
て
村
々
相
廻
り
申
す
可
き
候
由
、
且か
つ

員
数
数
無
く
候
て
は

【
員
数
数
無
し
】

　

五
月
に
入
り
秤
役
人
が
大
庄
屋
宅
に
や
っ
て
き
ま
す
。
い
ず
れ

の
村
か
ら
も
重
い
物
を
計
る
千ち

木ぎ

秤ば
か
りの
届
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
日

高
に
は
綛か
せ

屋や

も
多
い
の
に
そ
れ
は
お
か
し
い
と
秤
役
人
は
い
い
ま

（
拘
）
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指
出
し
可
被
申
候

一
④
右
之
通
各
再
調
べ
致
候
而
も
先
達
而
之
通
り
ニ

　

相
違
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
其
段
十
八
日
迄
ニ
申
出
候
様

一
⑤
天
田
組
内
綛
や
多
有
之
事
ニ
候
処
改
千
木

　

日
高
辺あ
た
りへ
も
罷
り
越
し
難
く
候
に
付
き
、
品
に
よ
り
湯
浅
へ
も

　

取
り
寄
せ
候
哉や

に
も
之こ
れ

有
る
可
き
由
申
し
出
で
候
間
、
③
其そ
の

村
々

　

今
一
応
相
調
べ
員
数
書
き
取
か
え
、
来
る
十
八
日
迄
に

　

指
し
出
し
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ 

被る
レ

申も
う
（
さ
））
候

①

②
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③

④⑤
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⑥
⑦

⑧
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無
数
候
間
、
い
か
ゝ
之
旨
申
出
候
、
是
又
入
念
相
調
べ

　

可
被
申
候

一
⑥
此
節
新
ニ
求
申
度
筋
も
可
有
之
ニ
付
夫
々
直
段

　

書
出
し
候
付
写
し
指
越
候
、
村
々
ニ
而
写
シ
取

　

先
キ
〳
〵
へ
相
廻
し
可
被
申
候

一
⑦
近
年
諸
秤
相
求
、
傷
も
無
之
、
改
ニ
不
及
と

　

相
心
得
候
者
も
有
之
、
指
出
し
不
申
者
も
有
之

　

候
而
ハ
、
追
而
村
々
相
廻
り
候
節
見
当
り
候
而
ハ
い
か
ゝ
ニ

　

候
間
、
是
又
入
念
御
取
計
之
上
左
様
之
筋

　

有
之
候
ハ
ヽ
指
出
さ
せ
候
様

⑧
右
之
通
ニ
候
間
夫
々
心
得
違
無
之
様
再
調
べ

一
④
右
の
通
り
各
お
の
お
の

再
調
べ
致
し
候
て
も
先
達
て
之の

通
り
に

　

相
違
も
之こ
れ

無
く
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
段
十
八
日
迄
に
申
し
出
で
候
様

一
⑤
天
田
組
内
綛か
せ

屋
（
や
）
多
く
之こ
れ

有
る
事
に
候
処
改
め
千
木

　

数
無
く
候
間
、
い
か
が
（
い
か
ゝ
）
之の

旨
申
し
出
で
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是こ
れ

又
入
念
に
相
調
べ

　

申
さ
る
可
く
候

一
⑥
此
節
新
に
求
め
申
し
度
き
筋
も
之こ
れ

有
る
可
き
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫そ
れ

々ぞ
れ

値
（
直ね

）
段

　

書
き
出
し
候
に
付
き
写
し
指
し
越
し
候
、
村
々
に
て
写
し
取
り

　

先
々
（
先
き
先
き
）
へ
相
廻
し
申
さ
る
可
く
候
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〔
文
意
例
〕

一
①
秤
改
め
（
の
者
た
ち
）
が
こ
の
と
こ
ろ
湯
浅
村
へ
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
昨
日
私
の

　

宅
へ
ふ
た
り
で
訪
ね
て
き
て
申
し
述
べ
る
に
は
、
何
れ
の
村
で
も
千
木

　

秤
改
め
の
件
数
が
少
な
い
の
で
（
こ
れ
は
お
か
し
い
、
す
べ
て
の
秤
の
数
を
）
再
調
べ
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
と
、
口
上

　

書
を
指
し
出
し
た
。
そ
の
写
し
を
渡
す
。
村
々
で
写
し
取
る

　

様
。
②
も
っ
と
も
秤
検
査
は
（
秤
の
）
新
旧
に
関
わ
ら
ず
（
す
べ
て
の
秤
で
）
検
査
を
受
け
る
べ
き
も
の
な
の
だ
か
ら
、

　

後
日
（
検
査
も
れ
の
秤
が
な
い
か
ど
う
か
）
村
々
を
（
秤
役
人
が
点
検
に
）
廻
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
だ
か
ら
隠
さ
ず
に
出
し
な
さ
い
）
。
さ
ら
に
（
秤
の
）
数
が
少
な
い
の
な
ら
ば

　

（
秤
役
人
は
遠
方
の
）
日
高
辺
ま
で
は
出
張
し
か
ね
る
、
事
情
に
よ
っ
て
は
（
和
歌
山
寄
り
の
）
湯
浅
（
に
変
え
て
そ
こ
）
に

之
上
員
数
書
十
八
日
迄
ニ
指
出
し
可
被
申
候
、
仍
之

急
々
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
左
衛
門

　
　

五
月
十
五
日

　
　
　
　

川
西
む
ら
〳
〵
宛

一
⑦
近
年
諸
秤
相
求
め
、
傷
も
之こ
れ

無
く
、
改
め
に
及
ば
ず
（
不ず

）
と

　

相
心
得
候
者
も
之こ
れ

有
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
し
出
し
申
さ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））
者
も
之こ
れ

有
り

　

候
て
は
、
追
て
村
々
相
廻
り
候
節
見
当
り
候
て
は
い
か
が
に

　

候
間
、
是
又
入
念
に
御
取
り
計
ら
い
之の

上
左
様
之の

筋

　

之こ
れ

有
り
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
指
し
出
さ
せ
候
様

⑧
右
之の

通
り
に
候
間
夫そ
れ

々ぞ
れ

心
得
違
い
之こ
れ

無
き
様
再
調
べ

之の

上
員
数
書
き
十
八
日
迄
に
指
し
出
し
申
さ
る
可
く
候
、
之
に
仍よ

り

急
々
申
し
越
し
候
、
以
上
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（
秤
を
）
取
り
寄
せ
よ
う
か
、
そ
れ
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
と
申
し
出
た

　
　
　
　
　

（
そ
う
な
っ
て
は
よ
け
い
な
手
間
も
か
か
る
の
だ
か
ら
隠
さ
ず
に
出
し
な
さ
い
）
。
③
そ
こ
で
各
村
々
（
の
庄
屋
）
は

　

今
一
度
調
べ
直
し
員
数
書
を
作
り
変
え
、
来
る
十
八
日
迄
に

　

指
出
し
な
さ
る
よ
う
。

一
④
右
に
述
べ
た
通
り
に
各
村
で
再
調
べ
致
し
て
も
、
先
達
て
差
し
出
し
た
通
り
で

　

（
秤
の
数
に
）
間
違
い
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
を
十
八
日
迄
に
申
し
出
る
様
に
。

一
⑤
天
田
組
の
内
に
は
綛
屋
が
多
い
の
に
検
査
す
べ
き
千
木
（
秤
が
）

　

少
な
い
の
だ
か
ら
、
（
こ
れ
は
）
お
か
し
い
と
（
秤
役
人
は
）
申
し
出
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
入
念
に
お
調
べ

　

に
な
る
よ
う
に
。

一
⑥
こ
の
際
新
に
（
秤
を
）
買
い
た
い
と
い
う
者
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
（
新
し
い
秤
の
）
そ
れ
ぞ
れ
の
値
段

　

を
（
秤
役
人
が
）
書
き
出
し
て
き
て
い
る
の
で
、
写
し
を
送
る
。
村
々
で
写
し
取
り

　

先
々
（
の
村
）
へ
お
廻
し
に
な
る
よ
う
。

一
⑦
最
近
に
な
っ
て
（
新
し
く
）
秤
を
購
入
し
傷
も
な
い
た
め
、
（
秤
）
検
査
は
必
要
が
な
い
と

　

（
間
違
っ
て
）
心
得
る
者
も
い
る
。
指
し
出
さ
な
い
者
が
い

　

て
、
後
日
（
秤
役
人
が
）
村
々
を
点
検
し
て
廻
る
際
に
（
差
し
出
し
漏
れ
の
秤
が
）
見
付
か
っ
て
は
問
題

　

な
の
で
、
（
庄
屋
は
）
こ
れ
ま
た
入
念
に
御
取
り
計
ら
い
の
上
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が

　

い
た
な
ら
ば
指
し
出
さ
せ
る
様
に
。

⑧
右
の
通
り
な
の
で
そ
れ
ぞ
れ
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
に
再
調
べ

の
上
員
数
書
を
十
八
日
迄
に
指
し
出
し
な
さ
る
よ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
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役
人
が
廻
る
。
可
申
「
可
」
は
話
者
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。

「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
「
廻
る
」
）
を
改
ま
っ
て
表

現
し
た
り
、
敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。
罷
越
「
罷
」
は
他
の
動

詞
の
上
に
付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。
品
ニ
ゟ

「
品
」
は
こ
こ
で
は
再
調
査
の
結
果
（
数
が
少
な
い
な
ど
）
の
こ

と
。
湯
浅
へ
も
取
寄
候
哉 

数
が
少
な
い
場
合
に
は
日
高
郡
小
松
原

村
ま
で
秤
役
人
が
出
向
く
の
で
は
な
く
、
よ
り
和
歌
山
に
近
い
湯

浅
ま
で
し
か
や
っ
て
こ
な
い
。
「
哉
」
は
疑
問
を
表
す
。

③
其
村
々
「
其
」
は
相
手
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
達
し
を
通
知
す
る

村
々
。
可
被
申
候
「
罷
」
は
大
庄
屋
の
庄
屋
に
対
す
る
丁
寧
語
。

⑤
綛
や
「
綛
屋
」
。
「
綛
」
は
紡
織
し
て
束
ね
た
綿
糸
。

⑥
写
し
「
口
上
書
」
の
写
し
。

⑦
左
様
之
筋
「
筋
」
は
ぼ
や
か
し
て
「
こ
と
」
。

⑧
右
之
通 
①
～
⑦
は
代
官
か
ら
の
達
し
（
の
写
し
）
か
。
大
庄
屋

は
こ
れ
を
写
し
て
村
へ
送
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
代
官
の
添
え
書
き

を
抜
い
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
申
越 

言
っ
て
寄
越
す
。
川
西

〔
語
意
・
語
法
〕

①
我
等 

私
。
両
人 

二
人
の
人
物
。
罷
出
申
「
罷
」
は
他
の
動
詞

の
上
に
付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。
「
申
」
は

言
う
。
千
木
秤
「
扛ち
ぎ

秤ば
か
り」
（
扛ち

秤ぎ
り

）
。
棹さ
お

秤
の
一
種
で
、
重
い
物

を
は
か
る
た
め
に
用
い
る
。
無
数
「
か
ず
な
く
」
。
こ
こ
で
は
数

が
少
な
い
。
被
成
下
候
「
被
」
は
敬
語
。
「
成
」
が
「
す
る
」
で

「
し
て
下
さ
る
」
。
た
だ
「
成
下
」
と
「
下
」
と
の
間
に
顕
著
な

違
い
は
見
い
だ
せ
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
、
「
成
下
」
の
方
が
や

や
格
式
張
っ
た
物
言
い
か
。
な
お
、
「
下
」
の
原
義
は
「
与
え

る
」
。
口
上
書 

書
面
。
「
名
代
篠
原
孫
市
」
名
で
差
し
出
さ
れ
た

口
上
書
は
本
達
し
の
後
ろ
に
書
き
留
め
て
あ
る
が
、
写
し
間
違
い

が
多
い
よ
う
で
割
愛
し
た
。
右
写
し
指
越
候
、
村
々
ニ
而 

意
味
は

取
れ
る
が
写
し
漏
れ
か
。
「
右
写
し
指
越
し
候
間
、
村
々
ニ
而
」
の

方
が
は
っ
き
り
す
る
。
「
指
」
（
差
）
は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め

た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。

②
候
へ
者 

…
だ
か
ら
。
因
果
関
係
。
「
と
も
」
を
二
重
線
で
消
し

「
者
」
を
脇
書
き
し
て
い
る
の
で
読
み
に
く
い
。
村
々
相
廻
り 

秤

急
ぎ
通
知
す
る
。
以
上
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む
ら
〳
〵 

日
高
川
西
の
村
。
上
富
安
・
下
富
安
・
小
松
原
・
財

【
忍
び
細
工
人
】

　

偽
の
秤
役
人
が
出
没
し
た
よ
う
で
す
。
秤
改
め
に
は
百
姓
か
ら

費
用
を
徴
収
し
た
た
め
、
「
忍
び
細
工
人
」
が
暗
躍
す
る
下
地
が

あ
っ
た
の
で
す
。

部
・
島
・
田
井
・
御
坊
・
薗
・
浜
ノ
瀬
・
名
屋
の
各
村
。

①

②
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③

④
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〔
釈
文
〕

①
別
紙
之
通
秤
屋
ゟ
申
出
候
ニ
付
各
為
心
得
写
シ

指
越
候

　
　
　
　

六
月
廿
八
日　
　
　

中
村

〔
読
み
下
し
文
〕

①
別
紙
之の

通
り
秤
屋
よ
り
申
し
出
で
候
に
付
き
各
お
の
お
の

心
得
の
為た
め

写
し

指
し
越
し
候

　
　
　
　
　

②
口
上
覚
え
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村
々
あ
て

　
　
　
　

②
口
上
覚

一
諸
秤
改
ニ
付
追
而
見
廻
り
之
義
者
平
日
之
事
故

　

時
々
相
廻
り
候
筈
候
、
右
見
廻
り
之
義
ハ
所
々
見
当
り

　

候
諸
秤
ハ
封
印
付
置
、
持
主
名
前
留
置
、
所
役

　

人
江
届
ケ
御
役
所
へ
訴
出
候
事
ニ
候
、
其
節
改
之

　

儀
ハ
若
山
表
へ
取
集
候
筈
ニ
候

一
③
近
年
秤
直
シ
と
申
立
忍
細
工
人
村
々
致
徘
徊

　

候
儀
相
聞
候
、
秤
座
改
ニ
罷
出
候
節
ハ

　

御
公
儀

ニ
御
地
頭
之
御
触
を
以
此
度
之
通
先
々

　

年
ゟ
所
々
改
所
構
へ
、
村
々
諸
秤
取
集
相
改
候
事

　

ニ
候
、
④
見
廻
り
之
儀
者
前
文
之
通
ニ
而
一
切
村
々
ニ
而
致
修

　

覆
抔
候
儀
ハ
無
之
候
、
然
ル
処
右
忍
ひ
細
工
人
相
廻

　

候
を
打
廻
り
役
人
抔
と
相
心
得
候
方
茂
有
之
趣

　

相
聞
候
ニ
付
、
右
等
之
儀
村
々
為
心
得
申
入
置
度
候
間

　

御
通
達
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
善
四
郎
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原
孫
市

　
　
　
　

文
化
三
年
寅
六
月

　
　
　
　
　
　
　

天
田
組
御
役
所

一
諸
秤
改
め
に
付
き

　
　
　
　
　
　

追
て
（
而
）
見
廻
り
之の

義
は
（
者
）
平
日
の
事こ
と

故ゆ
え

　

時と
き

々ど
き

相
廻
り
候
筈
に
候
、
右
見
廻
り
之の

義
は
所
と
こ
ろ

々ど
こ
ろ

見
当
り

　

候
諸
秤
は
封
印
付
け
置
き
、
持
主
名
前
留
め
置
き
、
所
と
こ
ろ
役

　

人
へ
（
江
）
届
け
御
役
所
へ
訴
え
出
で
候
事
に
候
、
其そ
の

節
改
め
之の

　

儀
は
若
山
表
へ
取
り
集
め
候
筈
に
候　

一
③
近
年
秤
直
し
と
申
し
立
て
忍
し
の
び

細
工
人
村
々
徘は
い

徊か
い

致
し

　

候
儀
相
聞
え
候
、
秤
座
改
め
に
罷ま
か

り
出
で
候
節
は

　

御ご

公
儀
な
ら
びに
御お
ん

地
頭
之の

御お

触
を
以
て
此こ
の

度
之の

通
り
先
々

　

年
よ
り
所し
ょ

々し
ょ

改
め
所
ど
こ
ろ

構
え
、
村
々
諸
秤
取
り
集
め
相
改
め
候
事

　

に
候
、
④
見
廻
り
之の

儀
は
前
文
之の

通
り
に
て
一
切
村
々
に
て
修

　

覆
抔な
ど

致
し
候
儀
は
之こ
れ

無
く
候
、
然し
か

る
処
右
忍
び
細
工
人
相
廻
り

　

候
を
打
廻
り
役
人
抔
と
相
心
得
候
方か
た

も
（
茂
）
之こ
れ

有
る
趣

　

相
聞
え
候
に
付
き
、
右
等
之の

儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
々
心
得
の
為た
め

申
し
入
れ
置
き
度
く
候
間

　

御
通
達
下
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ 

被る
レ
下く
だ
（
さ
）

 

）
候
、
以
上
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〔
文
意
例
〕

①
別
紙
の
通
り
（
の
内
容
で
）
秤
屋
（
秤
役
人
）
よ
り
申
し
出
で
が
あ
っ
た
の
で
各
の
心
得
の
た
め
写
し
（
別
紙
）
を

送
る
。

　
　
　
　

②
口
上
覚

一
諸
秤
改
め
に
つ
い
て
だ
が
、
近
々
の
（
秤
役
人
の
）
見
廻
り
は
平
日
に
行
な
う
の
で

　

時
に
応
じ
て
廻
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
見
廻
り
の
こ
と
だ
が
、
所
々
で
（
提
出
し
な
か
っ
た
た
め
に
村
で
）
見
付
か
っ
た

　

諸
秤
は
（
検
査
を
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
使
え
な
い
よ
う
に
）
封
印
を
付
け
置
き
、
持
主
の
名
前
を
書
き
留
め
、
そ
の
場
所
の
役

　

人
へ
届
け
（
無
届
け
の
秤
だ
と
い
う
こ
と
を
）
御
役
所
へ
訴
え
出
る
事
に
な
る
。
そ
の
際
に
（
提
出
漏
れ
の
分
の
）
検
査

　

に
つ
い
て
は
（
当
初
の
近
辺
の
小
松
原
村
で
は
な
く
）
和
歌
山
へ
取
り
集
め
る
は
ず
で
あ
る
。

一
③
近
年
秤
の
調
整
と
申
し
立
て
て
忍
び
細
工
人
（
偽
の
秤
役
人
）
が
村
々
を
徘は
い

徊か
い

し
て
い
る

　

と
い
う
話
が
あ
る
。
秤
座
（
の
役
人
）
が
検
査
に
出
向
く
際
に
は
、

　

御
公
儀
（
幕
府
）
な
ら
び
に
御
地
頭
（
大
名
）
の
御
触
を
も
っ
て
今
回
の
よ
う
に
、
二
年

　

前
か
ら
所
々
改
め
所
を
構
え
、
村
々
に
あ
る
諸
秤
を
取
り
集
め
検
査
す
る

　

の
だ
。
④
（
そ
の
後
の
秤
役
人
の
）
見
廻
り
は
前
文
の
通
り
だ
か
ら
、
一
切
村
々
で
（
秤
の
）
修

　

覆
な
ど
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
右
の
忍
び
細
工
人
が
廻

　

っ
て
来
た
の
を
巡
回
の
秤
役
人
な
ど
と
心
得
て
し
ま
う
者
も
い
る
と
い
う
話
が

　

耳
に
入
っ
て
く
る
。
右
等
を
村
人
の
心
得
の
た
め
申
し
入
れ
て
置
き
た
い
の
で

　

御
通
達
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
以
上
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
別
紙 
②
以
下
の
秤
役
人
篠
原
孫
市
の
「
口
上
覚
」
の
内
容
の
こ

と
。
①
が
大
庄
屋
の
端
書
き
。
②
以
下
を
写
し
て
村
へ
送
っ
て
い

る
。
写
シ
「
別
紙
」
の
こ
と
。
「
口
上
覚
」
の
写
し
。
指
越
「
指

（
差
）
」
は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る

語
。
中
村 

天
田
組
大
庄
屋
。
村
々
あ
て 

天
田
組
一
七
か
村
の
村
名

が
書
か
れ
て
い
た
。

②
追
而 

近
い
う
ち
に
。
見
廻
り
之
義
「
義
」
は
「
こ
と
」
。
平
日 

ふ
だ
ん
。
神
社
な
ど
で
祭
り
を
行
う
祭
日
に
対
比
さ
せ
て
言
っ
て

い
る
の
か
。
と
す
れ
ば
廻
る
の
に
は
都
合
が
よ
い
と
い
う
意
味
に

な
る
が
。
事
故
「
故
」
の
字
は
「
候
」
の
上
か
ら
訂
正
し
て
い
る

た
め
、
読
み
に
く
い
。
時
々 

時
に
応
じ
て
。
お
り
に
ふ
れ
て
。
相

廻
り
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
特
に
意
味
は
な
い
。
所
役
人
江

届
ケ
御
役
所
へ
訴
出 

村
の
実
情
を
知
ら
な
い
秤
役
人
な
の
で
ど
こ

の
地
域
で
も
通
用
す
る
言
い
方
を
し
て
い
る
。

【
触
れ
三み

度た
び

】

　

「
高こ
う

直じ
き

（
値
）
」
の
鉢
植
え
を
売
買
し
て
は
い
け
な
い
と
触
れ

ま
す
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
贅
沢

品
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
法
外
な
利
益
を
む

さ
ぼ
る
輩
が
お
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
し
か
し
い
っ
こ
う
に

「
所
役
人
」
は
庄
屋
、
「
御
役
所
」
は
大
庄
屋
役
所
か
。
若
山
表

「
表
」
は
土
地
。
地
方
。

③
忍
細
工
人 

偽
の
秤
役
人
。
罷
出
「
罷
」
は
他
の
動
詞
の
上
に
付

き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。
御
地
頭 

こ
こ
で
は
大

名
。
秤
役
人
の
文
章
な
の
で
幕
府
法
令
の
用
語
を
使
っ
て
い
る
。

先
々
年
「
先
々
」
は
前
の
前
。
「
先
々
年
」
で
二
年
前
。
【
秤
改

め
】
の
項
の
注
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秤
改
め
の
触
は
二
年
前
の
文

化
元
年
に
出
て
い
る
。

④
前
文 

②
の
こ
と
。
打
廻
り 

あ
ち
こ
ち
歩
く
。
巡
回
す
る
。

相
心
得
候
方
「
方
」
は
そ
れ
に
属
す
る
人
た
ち
。
有
之
趣
相
聞

候
「
趣
」
は
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
「
候
」
は

「
右
」
の
「
ナ
」
を
訂
正
。
可
被
下
「
可
」
は
話
者
の
意
志
を
表

す
助
動
詞
。
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
名
代 

代
理
。
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こ
れ
を
守
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
前
年
、
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
再
度
の
触
れ
が
出
ま
す
。
だ
が
状
況
は
相
変
わ
ら

ず
元
の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
が
三
回
目
の
触
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
代
官
が
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
、
も
う
放
っ
て
お
け
な
い
、

代
官
所
か
ら
直
接
役
人
が
取
締
り
に
回
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
常

に
た
ど
り
つ
く
の
で
す
。
な
る
ほ
ど
庶
民
は
、
近
代
以
降
と
違
っ

〔
釈
文
〕

①
別
紙
之
通
御
勘
定
奉
行
衆
ゟ
廻
文
を
以
被
申
越

候
ニ
付
、
右
写
壱
通
指
越
候
、
書
面
之
趣
小
前
末

々
迄
不
洩
様
相
廻
し
可
被
申
候
、
仍
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
所

　
　
　
　

六
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
宛

②
近
年
高
直
之
鉢
植
等
売
買
致
候
趣
ニ
付
、
寛

政
十
午
年
従
公
儀
被
仰
出
候
ニ
付
其
段
相

達
候
処
、
③
心
得
違
相
止
ミ
不
申
趣
ニ
付
、
尚
又
相
達
シ

候
様
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候
ニ
付
其
段
去
年

相
達
候
処
、
④
今
以
高
直
之
蘭
等
売
買
致
候
者

（
カ
）

〔
読
み
下
し
文
〕

①
別
紙
之の

通
り
御
勘
定
奉
行
衆
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

廻
文
を
以
て
申
し
越
さ
れ
（
被れ
二
申も
う
（
し
）

　

  

越こ
（
さ
）

一
）

候
に
付
き
、
右
写
し
壱い
っ

通つ
う

指
し
越
し
候
、
書
面
之の

趣
小こ

前ま
え

末す
え

々ず
え

迄
洩
れ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））様
相
廻
し
申
さ
る

　
　

可
く
（
可べ
（
く
）

レ 

被る
レ

申も
う
（
さ
）
）
候
、
之こ
れ

に
仍よ

り
申
し
越
し
候
、
以
上

②
近
年
高こ
う

直じ
き

之の

鉢
植
等
売
買
致
し
候
趣
に
付
き
、
寛

政
十
午う
ま

年
公こ
う

儀ぎ

従よ

り

　
　
　
　

仰
せ
出
で
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

出い
（
で
）

一
）
候
に
付
き
其そ
の

段
相

達
し
候
処
、
③
心
得
違
い
相
止や

み

　
　
　
　
　
　
　
　

申
さ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））
趣
に
付
き
、
尚な
お

又ま
た

相
達
し

候
様
御
年
寄
衆
仰
せ
渡
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

渡わ
た
（
さ
）

一
）
候
に
付
き
其
段
去
年

て
、
博
奕
禁
止
に
し
ろ
、
秤
改
め
に
し
ろ
、
こ
の
蘭
売
買
禁
止
に

し
ろ
、
禁
令
に
従
お
う
な
ど
と
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
思
っ
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
だ
か
ら
、
近
世
で
は
同
じ
法
令
が
繰
り

返
し
繰
り
返
し
出
さ
れ
続
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
法
律
は

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
は
、
近
代
国
家
に
よ
る
民
衆
教

育
の
産
物
な
の
で
し
ょ
う
。
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①②

③
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④

⑤
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共
多
有
之
趣
粗
相
聞
不
届
之
至
ニ
候
、
⑤
已
来

役
人
打
廻
せ
、
右
体
高
直
之
品
売
買
致
候
者

及
見
聞
候
ハ
ヽ
取
揚
さ
せ
、
急
度
咎
可
申
付
候

条
、
此
段
小
前
末
々
迄
可
被
相
達
候

　
　
　
　

六
月

⑥
右
之
通
被
仰
越
候
付
写
指
越
候
、
御
書
面
之
趣

相
達
し
候
処
、
④
今
以
て
高
直
之の

蘭
等
売
買
致
し
候
者

共ど
も

多
く
之こ

れ

有
る
趣
粗

あ
ら
ま
し

相
聞
え
不ふ

届と
ど

き
之の

至
り
に
候
、
⑤
已い

来ら
い

役
人
打
廻
ら
せ
、
右
体て
い

高
直
之の

品
売
買
致
し
候
者

見
聞
き
及
び
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
取
り
揚
げ
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

急き
っ

度と

咎と
が

申
し
付
く
可
く
候

条
、
此こ
の

段
小こ

前ま
え

末す
え

々ず
え

迄
相
達
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
候

⑥
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〔
文
意
例
〕

①
別
紙
の
通
り
（
の
内
容
で
）
御
勘
定
奉
行
衆
よ
り
廻
文
で
お
申
し
越
し

に
な
っ
た
の
で
、
別
紙
一
通
を
渡
す
。
（
大
庄
屋
は
）
書
面
（
別
紙
）
の
内
容
を
末

端
の
百
姓
に
至
る
ま
で
伝
え
洩
れ
の
な
い
よ
う
に
お
廻
し
す
る
よ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。
以
上

②
近
年
（
庶
民
の
間
で
）
高
値
の
鉢
植
等
を
売
買
す
る
動
き
が
あ
り
、
寛

政
十
午
年
公
儀
よ
り
（
禁
令
を
）
仰
せ
出
で
に
な
っ
た
の
で
そ
の
禁
令
を
（
借
用
し
て
紀
州
藩
で
も
）

達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
③
（
庶
民
の
）
考
え
違
い
が
止
ま
ら
な
い
（
売
買
が
続
く
）
の
で
、
さ
ら
に
ま
た
達
す

る
様
（
藩
の
）
御
年
寄
衆
が
仰
せ
渡
し
に
な
っ
た
の
で
禁
令
を
去
年

達
し
た
。
し
か
し
、
④
今
も
っ
て
高
値
の
蘭
等
を
売
買
致
す
者

共ど
も

が
多
く
い
る
と
い
う
事
実
が
概
略
耳
に
入
り
不
届
き
の
至
り
で
あ
る
。
⑤
こ
れ
か
ら
は

役
人
を
巡
回
さ
せ
、
右
の
よ
う
な
高
値
の
品
を
売
買
す
る
者
を

見
付
け
た
な
ら
ば
（
品
物
は
役
人
に
）
取
り
上
げ
さ
せ
、
（
藩
は
）
厳
し
く
咎
を
申
し
付
け
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
（
代
官
は
）
以
上
の
こ
と
を
百
姓
の
末
々
迄
お
達
し
に
な
る
よ
う
に
。

被
相
心
得
小
前
末
々
迄
不
洩
様
入
念
相
通

可
被
申
候
、
仍
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村

　
　
　
　

六
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　

村
々
宛

⑥
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
し
指
し
越
し
候
、
御ご

書
面
之の

趣

相
心
得
ら
れ
（
被ら
れ

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）
小
前
末
々
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洩
れ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））様
入に
ゅ
う

念ね
ん

に
相
通
し

申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ　

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、
之
に
仍
り
申
し
越
し
候
、
以
上
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⑥
右
の
通
り
（
代
官
が
）
仰
せ
越
し
に
な
っ
た
の
で
写
し
を
渡
す
。
御
書
面
の
内
容
を

お
心
得
に
な
っ
て
百
姓
の
末
々
迄
伝
え
も
れ
の
な
い
よ
う
に
入
念
に
通
達

な
さ
る
よ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
別
紙 

②
～
⑤
が
勘
定
奉
行
の
触
れ
。
こ
こ
で
の
「
別
紙
」
は

書
面
で
は
な
く
書
面
の
内
容
の
こ
と
。
こ
れ
を
代
官
が
写
し
て
端

書
き
を
加
え
て
大
庄
屋
に
送
り
、
大
庄
屋
は
そ
れ
を
写
し
て
⑥
の

奥
書
を
加
え
村
に
送
っ
た
。
御
勘
定
奉
行
衆 

勘
定
奉
行
の
内
の

一
人
の
こ
と
。
「
衆
」
は
人
を
表
わ
す
名
詞
な
ど
に
付
い
て
、
親

愛
、
尊
敬
の
意
を
添
え
る
。
廻
文 

各
代
官
の
間
を
廻
す
。
被
申

越
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
受
身
で
は
な
い
。
「
仰
」

（
③
の
御
年
寄
衆
の
場
合
）
で
は
な
く
「
申
」
を
使
っ
て
い
る
。

「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
右
写
壱
通
「
別
紙
」
の
こ
と
。
「
廻

文
」
の
写
し
。
指
越
「
指
（
差
）
」
は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め

た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
書
面
之
趣
「
書
面
」
は
「
別

紙
」
。
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ

て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。
小
前
末
々
「
小
前
」
は
通
常
の
百

姓
と
考
え
て
よ
い
。
「
末
々
」
は
末
端
に
至
る
ま
で
。
不
洩

「
洩
」
は
伝
え
洩
れ
。
相
廻
し
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語

に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
可
被
申
候
「
可
」
は
話
し
手
の

意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
申
」
は
補

助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
「
廻
し
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、

敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。
御
代
官
所 

日
高
郡
代
官
津
秦
氏
の

名
・
印
が
あ
っ
た
。
大
庄
屋
が
書
き
か
え
た
か
。
大
庄
屋
宛 

七
組

大
庄
屋
名
が
あ
っ
た
も
の
を
、
こ
こ
も
大
庄
屋
が
書
き
か
え
た
。

②
高
直
「
た
か
ね
」
と
も
読
む
。
高
値
の
こ
と
。
致
候
趣
「
致
」

は
丁
寧
語
。
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向

か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。
寛
政
十
午
年
従
公
儀
被
仰
出

候 
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
八
月
、
大
目
付
宛
、
「
近
来
品
珍
敷

鉢
植
も
の
、
至
て
高
直
ニ
売
買
い
た
し
候
趣
相
聞
候
、
都
て
不
用

之
品
不
相
応
ニ
高
価
な
る
を
翫
ひ
候
儀
は
有
之
間
敷
事
ニ
候
間
、

高
価
ニ
商
売
致
間
敷
申
渡
候
条
、
其
旨
相
心
得
候
様
、
向
々
え
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寄
々
可
被
達
候
」
と
あ
る
（
『
御
触
書
天
保
集
成
』
）
。
こ
の
法

令
に
罰
則
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
な
お
、
紀
州
藩
の
触
に

は
「
鉢
植
等
」
と
あ
る
が
、
幕
府
は
鉢
植
以
外
述
べ
て
い
な
い
。

「
被
」
も
「
仰
」
も
敬
語
。
二
重
敬
語
。
其
段
「
段
」
は
「
こ

と
」
。
「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を

代
用
す
る
語
。
こ
こ
で
は
幕
府
か
ら
触
れ
が
出
た
と
い
う
こ
と

と
、
鉢
植
え
の
幕
府
触
れ
全
体
。

③
心
得
違 

思
い
違
い
。
御
年
寄
衆 
紀
州
藩
年
寄
。
被
仰
渡
「
仰

【
仰
せ
出
さ
れ
候
哉
】

　

勘
定
奉
行
か
ら
日
高
焼
や
甚
兵
衛
焼
の
調
査
を
す
る
よ
う
に
達

が
出
ま
す
。
け
れ
ど
も
そ
の
発
端
は
、
「
吟
味
致
候
様
被
仰
出
候

哉
之
趣
」
、
調
査
す
る
よ
う
に
御
命
じ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
申
し
出
、
だ
っ
た
の
で
す
。
「
御
命
じ
に
な
っ
た
」
か
も
し

れ
な
い
の
は
藩
主
治
宝
。
要
す
る
に
、
焼
き
物
に
関
心
を
持
つ
藩

主
治
宝
が
話
題
に
し
た
、
そ
れ
を
周
囲
が
忖そ
ん

度た
く

し
て
こ
の
調
査
に

ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

渡
」
は
「
申
渡
」
の
敬
語
。
「
被
」
も
敬
語
で
二
重
敬
語
。

④
有
之
「
之
」
は
強
調
。
粗
相
聞
「
粗
」
は
大
体
の
所
。
概
略
。

⑤
已
来 

今
後
。
打
廻
せ
「
打
廻
」
は
あ
ち
こ
ち
歩
く
。
巡
回
す

る
。
右
体
「
体
」
は
物
事
の
有
り
様
。
急
度 

厳
し
く
。
必
ず
や
。

可
申
付
候
条
「
条
」
は
…
な
の
で
。

⑥
右
之
通 

①
～
⑤
の
内
容
。
写
指
越
「
写
」
は
「
被
仰
越
」
の
書

面
の
写
し
。
相
通
「
通
」
は
「
達
」
を
訂
正
。

〔
釈
文
〕

①
日
高
郡
中
之
内
ニ
日
高
焼
と
号
候
瀬
戸
物
有
之
、

又
ハ
甚
兵
衛
焼
と
申
是
又
何
ケ
有
之
候
由
ニ
付
、
別
紙

之
通
御
勘
定
奉
行
衆
ゟ
被
申
越
候
付
、
右
壱
通

〔
読
み
下
し
文
〕

①
日
高
郡
中
之の

内
に
日
高
焼
と
号
し
候
瀬
戸
物
之こ
れ

有
り
、

又
は
甚
兵
衛
焼
と
申
す
、
是こ
れ

又ま
た

何
か
之こ
れ

有
り
候
由
に
付
き
、
別
紙

之の

通
り
御
勘
定
奉
行
衆
よ
り
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①

②
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③

④

⑤
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⑥

⑦
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指
遣
シ
候
、
②
右
書
面
之
趣
を
以
其
組
々
之
内
相
調
べ
、

当
時
何
体
之
物
焼
候
哉
、
色
・
品
・
所
・
名
前
等
得
と

相
調
さ
せ
、
早
々
書
付
可
被
相
達
候
、
仍
之
申
遣
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七

　
　
　
　

七
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
宛

③
日
高
焼
と
号
瀬
戸
物
何
ケ
有
之
、
又
甚
兵
衛

焼
と
申
是
又
何
か
有
之
候
、
右

　
　
　
　

申
し
越
さ
れ
（
被れ
二
申も
う
（
し
）

　

  

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き
、
右
壱い
っ

通

指
し
遣
し
候
、
②
右
書
面
之の

趣
を
以
て
其そ
の

組
々
之の

内
相
調
べ
、

当
時
何な
に

体て
い

之の

物
焼
き
候
哉や

、
色
・
品
・
所
・
名
前
等
篤
（
得
）
と

相
調
べ
さ
せ
、
早
々
書
付
け
相
達
さ
る

　

可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
候
、
之こ
れ

に
仍よ

り
申
し
遣
し
候
、
以
上

③
日
高
焼
と
号
す
瀬
戸
物
何
か
之こ
れ

有
り
、
又
甚
兵
衛

焼
と
申
す
是こ
れ

又ま
た

何
か
之こ
れ

有
り
候
、
右

大た
い

慧け
い

院い
ん

様
御お
ん

代だ
い

よ
り
之の

事
に
候
由
、
日
高
之の

⑧
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大
恵
院
様
御
代
ゟ
之
事
候
由
、
日
高
之

何
と
申
者
焼
候
処
、
い
つ
之
比
ゟ
相
止
ミ
候
哉
、

甚
兵
衛
焼
も
日
高
之
甚
兵
衛
ニ
候
哉
、
④
吟
味
致

候
様
被
仰
出
候
哉
之
趣
ニ
而
、
森
玄
番
方
被
談

候
、
⑤
右
ハ
定
而
御
配
下
之
事
ニ
而
、
右
等
之
趣
相
分
有
之

事
ニ
候
哉
、
御
調
へ
さ
せ
、
相
分
り
次
第
其
品
書
付

御
出
し
候
様
ニ
存
候
、
仍
之
申
越
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
兵
大
夫

　
　
　
　

七
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七
殿

⑥
右
之
通
被
仰
越
候
付
、
写
指
越
候
、
御
書
面
之
趣

被
相
心
得
い
つ
之
比
相
止
ミ
候
哉
相
調
へ
、
⑦
委
細

書
付
来
ル
廿
九
日
迄
之
内
指
出
し
可
被
申
候
、

右
延
引
候
而
ハ
達
ニ
指
支
候
間
、
右
日
限
無

間
違
、
書
付
可
被
指
出
候
、
仍
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
左
衛
門

　
　
　
　

七
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　

村
々
宛

　
　
　
　
　
　
　

⑧
廿
四
日
九
つ
時
前
ニ
嶋
ゟ
届
キ
、
同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
つ
半
時
ニ
薗
へ
遣
ス

何
と
申
す
者
焼
き
候
処
、
い
つ
之の

頃
（
比こ
ろ

）
よ
り
相
止や

み
候
哉や

、

甚
兵
衛
焼
も
日
高
之
甚
兵
衛
に
候
哉
、
④
吟ぎ
ん

味み

致
し

候
様
仰
せ
出
で
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

出い
（
で
）

一
）
候
哉
之の

趣
に
て
（
而
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
玄げ
ん

蕃ば

方か
た

談
ぜ
ら
れ
（
被ら
れ

レ

談だ
ん
（
ぜ
）

 

）

候
、
⑤
右
は
定
め
て
御
配
下
之の

事
に
て
、
右
等
之の

趣
相
分
り
之こ
れ

有
る

事
に
候
哉
、
御
調
べ
さ
せ
、
相
分
り
次
第
其
品
書
き
付
け

御
出
し
候
様
に
存
じ
候
、
之こ
れ

に
仍よ

り
申
し
越
し
候

⑥
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
し
指
し
越
し
候
、
御
書
面
之の

趣

相
心
得
ら
れ
（
被ら
れ

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
之の

比こ
ろ

相
止
み
候
哉
相
調
べ
、
⑦
委
細

書
き
付
け
来
る
廿
に
じ
ゅ
う

九
日
迄
之の

内

　
　
　
　
　
　
　
　

指
し
出
し
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、

右
延
べ
引
き
候
て
は
達
し
に
指
し
支
え
候
間
、
右
日
限

間
違
い
無
く
、
書
き
付
け
指
し
出
さ
る

　

可
く
（
可べ
（
く
）

レ   

被る
二
指さ
（
し
）

　

出だ
（
さ
）

一
）
候
、
之
に
仍
り
申
し
越
し
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　

⑧
廿
四
日
九
つ
時ど
き

前
に
嶋
よ
り
届
き
、
同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
つ
半
時
に
薗
へ
遣つ
か
わす

（
慧
）

（
蕃
）
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〔
文
意
例
〕

①
日
高
郡
の
内
に
日
高
焼
と
称
す
る
瀬
戸
物
が
あ
る
、

ま
た
は
甚
兵
衛
焼
と
申
す
こ
れ
ま
た
何
か
あ
る
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
別
紙

の
通
り
（
の
内
容
で
）
御
勘
定
奉
行
衆
が
お
申
し
越
し
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
別
紙
（
写
し
）
一
通

を
差
し
遣
わ
す
。
②
右
の
書
面
（
別
紙
）
の
（
問
い
合
わ
せ
）
内
容
で
各
組
々
の
内
を
調
べ
、

そ
の
頃
ど
の
よ
う
な
物
を
焼
い
て
い
た
の
か
、
色
・
品
・
所
・
名
前
等
じ
っ
く
り
と

調
べ
さ
せ
、
早
々
に
書
き
付
け
を
お
達
し
に
な
る
よ
う
に
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。
以
上

③
日
高
焼
と
号
す
る
瀬
戸
物
が
何
か
あ
る
し
、
ま
た
甚
兵
衛

焼
と
申
す
こ
れ
ま
た
何
か
が
あ
る
。
右
は

大
慧
院
様
の
時
代
か
ら
の
こ
と
だ
と
い
う
が
、
日
高
の

何
と
い
う
者
が
焼
い
て
い
た
の
か
、
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
廃す
た

れ
た
の
か
、

甚
兵
衛
焼
も
日
高
の
甚
兵
衛
な
の
か
、
④
よ
く
調
べ
る

よ
う
に
と
（
治
宝
様
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
森
玄
蕃
の
部
下
が
お
話
に

な
っ
た
。
⑤
こ
の
（
焼
き
物
の
）
件
は
確
か
に
（
日
高
代
官
の
）
御
支
配
域
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
問
い
合
わ
せ
の
事
柄
は
ま
ず
分
る

の
で
は
な
い
の
か
、
（
代
官
は
大
庄
屋
に
）
調
べ
さ
せ
、
分
り
次
第
そ
の
内
容
を
書
き
付
け
、

御
出
し
に
な
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。

⑥
右
の
通
り
（
の
内
容
で
代
官
が
）
仰
せ
越
し
に
な
っ
た
の
で
、
写
し
を
送
る
。
御
書
面
の
内
容
を

お
心
得
に
な
っ
て
い
つ
の
頃
廃
れ
た
の
か
を
調
べ
、
⑦
（
庄
屋
は
）
委
細
を

書
き
付
け
、
来
る
廿
九
日
迄
の
内
に
お
指
し
出
し
に
な
る
よ
う
に
。
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こ
れ
が
延
び
延
び
に
な
っ
て
は
（
代
官
宛
の
）
達
に
差
し
支
え
る
の
で
、
右
の
日
限
を

間
違
え
ず
に
書
付
を
お
指
し
出
し
に
な
る
よ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　

⑧
廿
四
日
九
つ
時
前
に
嶋
村
よ
り
届
き
、
同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
つ
半
時
に
薗
村
へ
や
っ
た
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
中
之
内 

重
複
表
現
。
日
高
焼
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
に
、

「
あ
ま
り
内
容
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
に
、
甚
兵
衛
焼
・
善

明
寺
焼
が
あ
る
」
と
し
て
、
「
善
明
寺
焼
は
、
島
の
善
妙
寺
第

六
世
玄
了
が
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
焼
い
た
も

の
と
い
う
。
…
銘
は
「
日
高
」
・
「
島
」
・
「
善
明
寺
」
印
と

「
ぜ
ん
み
ょ
う
」
の
彫
銘
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
窯
は
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
玄
了
の
死
去
に
よ
り
、
廃
絶
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
善
明
寺
焼
が
日
高
焼
の
こ
と
か
。
十
代

藩
主
治
宝
は
、
文
政
初
年
（
一
八
一
〇
年
代
末
）
か
ら
、
自
分
の

興
味
や
産
業
育
成
の
た
め
、
焼
き
物
に
関
心
を
示
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
早
く
、
こ
の
文
化
三
年
に
こ
の
よ
う
な
動

き
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
有
之
「
之
」
は
強
調
。
甚
兵

衛
焼
「
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
に
頼
宣
に
従
っ
て
紀
州

に
来
た
御
瓦
師
寺
嶋
甚
兵
衛
も
し
く
は
御
茶
碗
師
原
甚
兵
衛
に

よ
っ
て
焼
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
…
銘
は
な
く
、
了
々
斎
な
ど
の

箱
書
に
よ
っ
て
甚
兵
衛
焼
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
（
『
和
歌

山
県
史
』
近
世
）
。
何
ケ 

見
な
れ
な
い
表
現
だ
が
、
「
何
か
」

の
こ
と
。
有
之
候
由
「
由
」
は
伝
聞
の
「
…
と
い
う
こ
と
」
。
別

紙 

③
～
⑤
。
勘
定
奉
行
か
ら
の
書
面
の
内
容
の
こ
と
。
勘
定
奉

行
衆
「
衆
」
は
尊
敬
。
被
申
越
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。

「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
右
壱
通
「
右
」
は
「
別
紙
」
。
勘
定
奉

行
か
ら
の
書
面
の
写
し
。
指
遣
シ
「
指
（
差
）
」
は
接
頭
語
。
意

味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
「
遣
」
は
上
位
者
が

人
を
や
る
、
行
動
さ
せ
る
、
物
を
や
る
。
津
秦
友
七 

日
高
郡
代

官
。
代
官
が
受
け
取
っ
た
③
～
⑤
の
達
し
を
写
し
、
①
～
②
の
端

書
き
を
加
え
て
代
官
は
大
庄
屋
に
送
っ
て
い
る
。
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②
右
書
面
之
趣
「
右
書
面
」
は
「
別
紙
」
。
勘
定
奉
行
か
ら
の

書
面
の
写
し
。
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。
其
組
々
「
其
」
は
話

し
手
が
聞
き
手
の
側
に
あ
る
と
考
え
る
人
や
物
な
ど
を
さ
し
示

す
。
「
組
々
」
は
日
高
郡
七
組
。
相
調
べ
「
相
」
は
語
調
を
整

え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
厳
密
に
は
「
調
べ

さ
せ
」
。
当
時 

こ
こ
で
は
そ
の
時
。
そ
の
当
時
。
何
体
「
体
」

は
、
物
事
の
有
様
。
様
子
。
可
被
相
達
候
「
可
」
は
単
独
で
も
話

し
手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
申
遣

「
遣
」
は
補
助
動
詞
的
に
、
尊
大
な
気
持
ち
を
こ
め
て
、
「
…
し

て
や
る
」
。

③
大
慧
院 

六
代
藩
主
宗
直
。
在
位
は
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
～

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
。
御
代 

こ
こ
で
は
そ
の
時
代
の
こ
と
。

日
高
之
何
と
申
者
（
中
略
）
日
高
之
甚
兵
衛
ニ
候
哉
『
和
歌
山
県

史
』
は
日
高
焼
・
甚
兵
衛
焼
共
に
「
あ
ま
り
内
容
の
よ
く
わ
か
ら

な
い
も
の
」
と
す
る
が
、
す
で
に
こ
の
文
化
三
年
の
時
点
で
よ
く

分
か
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
何
と
申
者
焼
候
処
「
何
と
申
者
焼
候

哉
、
然
処
」
か
。
相
止
ミ
候
哉
「
哉
」
は
疑
問
を
表
す
。

④
吟
味 

よ
く
調
べ
る
。
吟
味
致
候
様
被
仰
出
候
哉
之
趣
ニ
而
、
森

玄
蕃
方
被
談
候 

森
玄
蕃
は
文
化
三
年
六
月
に
「
御
広
敷
向
元
〆

り
も
格
別
ニ
相
勤
」
と
あ
る
（
天
保
四
年
森
角
左
衛
門
「
系
譜
」

一
四
〇
四
二
）
。
広
敷
は
内
証
方
。
忍
び
の
者
の
元
締
め
。
藩
主

治
宝
直
轄
で
、
隠
然
た
る
権
力
を
持
っ
て
い
た
。
「
方
」
は
そ
れ

（
こ
こ
で
は
玄
蕃
）
に
属
す
る
人
た
ち
。
ま
た
、
そ
れ
を
す
る
係

り
。
つ
ま
り
玄
蕃
本
人
で
は
な
く
内
証
方
の
役
人
が
述
べ
た
。
こ

の
点
と
、
「
被
仰
出
」
は
藩
主
も
し
く
は
公
儀
の
行
為
に
使
う
表

現
だ
か
ら
、
「
被
仰
出
」
た
の
は
治
宝
。
「
被
仰
出
候
哉
之
趣
ニ

而
」
と
あ
る
か
ら
、
（
治
宝
が
）
調
査
を
す
る
よ
う
に
仰
せ
出
た
の

で
勘
定
奉
行
に
指
示
し
た
と
い
う
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
話
で
は

な
い
。
治
宝
は
単
に
焼
き
物
に
つ
い
て
つ
ぶ
や
い
た
だ
け
な
の
か

も
知
れ
な
い
。
こ
れ
を
耳
に
し
た
内
証
方
役
人
が
気
を
回
し
て
、

（
治
宝
が
）
仰
せ
出
た
の
だ
ろ
う
か
、
仰
せ
出
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
程
度
の
こ
と
を
勘
定
奉
行
に
話
し
た
。
勘
定
奉
行
も
そ

れ
を
汲
ん
で
、
日
高
代
官
宛
の
達
し
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
よ
う
に
読
め
る
。
ち
な
み
に
「
仰
付
」
は
藩
、
「
仰
渡
」
は

老
中
の
行
為
に
使
う
。

⑤
右
ハ
定
而
「
定
而
」
は
は
っ
き
り
と
。
明
ら
か
に
。
相
分
有
之

「
相
分
」
の
強
調
。
「
可
相
分
」
よ
り
強
い
表
現
に
思
え
る
。
御
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出
し
候
様
ニ
存
候 

婉
曲
表
現
。
「
可
被
出
候
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
御
出
可
被
下
候
」
よ
り
も
遠
回
し
な
言
い
方
。
相
手
に
求
め
な

い
、
勘
定
奉
行
の
独
り
言
の
形
。
「
書
付
を
お
出
し
に
な
る
よ
う

に
思
う
な
あ
」
。
勘
定
奉
行
と
し
て
は
代
官
に
役
務
外
の
余
計
な

こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
と
い
う
心
理
か
。
高
木
兵
大
夫 

勘
定
奉

行
。
津
秦
友
七
殿 

こ
の
達
は
高
木
兵
大
夫
が
各
代
官
に
出
し
た
も

の
で
な
く
、
日
高
代
官
で
あ
る
津
秦
友
七
だ
け
に
あ
て
た
こ
と
が

わ
か
る
。

⑥
右
之
通
… 

代
官
が
達
し
て
き
た
①
～
⑤
を
写
し
た
う
え
、
そ
の

奥
に
大
庄
屋
が
⑥
～
⑦
を
加
え
た
も
の
。

⑦
延
引
候
而
ハ
達
ニ
指
支
候
間
、
右
日
限
無
間
違 

津
秦
の
触
れ

の
「
早
々
」
と
い
う
文
言
同
様
、
尋
常
な
ら
ざ
る
気
遣
い
が
分
か

る
。
達
の
末
端
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
増
大
し
て
い
く
よ

う
に
み
え
る
。

⑧
廿
四
日
… 

⑧
は
庄
屋
の
書
き
込
み
。
九
つ 

午
前
十
二
時
。
七

つ
半 

午
後
五
時
。
遣
ス
「
遣
」
は
、
（
動
作
者
へ
の
敬
意
が
失
せ

て
）
人
を
派
遣
す
る
。
他
へ
や
る
。

【
彦
次
郎
、
威
光
を
笠
に
着
る
】

　

何
と
も
高
圧
的
な
達
し
が
あ
る
も
の
で
す
。
村
井
彦
次
郎
。
代

官
津
秦
氏
は
甘か
ん

蔗し
ゃ

方
役
人
と
記
し
て
い
ま
す
が
、
彦
次
郎
は
こ

の
時
小
姓
頭
で
、
広
敷
・
奥
向
き
御
用
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
「
甘
蔗
御
用
掛
り
被
仰
付
、
砂
糖

製
之
儀
頭
取
相
勤
可
申
」
（
文
化
八
年
村
井
玄
蕃
「
系
譜
」

一
三
六
七
二
）
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
藩
主
治
宝
の
威
光
を
背
に
、

肩
で
風
を
切
っ
て
、
藩
の
専
売
組
織
御
仕
入
方
の
取
扱
品
で
あ
る

甘
蔗
の
取
り
締
ま
り
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
達
し
、
「
さ
せ
」
が
③
⑤
（
二
つ
）
⑥
⑦
の
五

か
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
第
三
集
に
は
、
一
七
点
の
古
文
書
中
、

本
項
以
外
六
点
の
古
文
書
に
七
か
所
で
す
か
ら
、
一
つ
の
達
し
に

五
か
所
と
い
う
の
は
異
常
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
「
さ

せ
」
は
使
役
。
上
位
の
者
が
下
の
者
に
や
ら
せ
る
の
意
味
で
す
。

他
の
古
文
書
中
の
七
か
所
も
、
勘
定
奉
行
・
代
官
・
大
庄
屋
が
百

姓
に
や
ら
せ
る
の
意
味
が
四
か
所
、
後
は
禁
制
の
蘭
を
勘
定
奉
行

が
役
人
に
「
取
揚
さ
せ
」
、
日
高
焼
に
つ
い
て
、
勘
定
奉
行
・
代
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官
が
そ
れ
ぞ
れ
庄
屋
に
「
調
（
へ
）
さ
せ
」
、
と
い
う
使
い
方
で

す
。

　

本
項
で
は
、
あ
っ
て
も
い
い
が
、
な
く
て
も
い
い
「
さ
せ
」
は

③
の
一
つ
だ
け
で
す
。
⑤
の
二
つ
目
は
村
役
人
が
不
行
き
届
き
だ

か
ら
荒
ら
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
、
責
任
を
押
し
つ
け
る

た
め
に
意
図
的
に
使
っ
て
い
ま
す
。
⑦
は
分
か
り
に
く
い
の
で
す

が
、
「
大
庄
屋
共
に
」
と
す
れ
ば
理
解
で
き
ま
す
。
大
庄
屋
に
庄

屋
宛
て
に
「
御
通
さ
せ
」
な
の
で
す
。
⑤
の
一
つ
目
、
二
つ
目
、

⑥
⑦
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
を
見
下
す
た
め
に
使
っ
て
い
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

通
常
文
末
は
形
式
文
言
で
、
た
い
し
た
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
庄
屋
共
へ
相
達
可
被
申
候
」
で
い
い
わ
け
で
す
ね
。
「
致

度
」
を
使
い
た
い
の
な
ら
ば
、
「
大
庄
屋
共
へ
御
通
有
之
様
致
度

（
御
座
・
存
）
候
」
で
す
。
頼
む
こ
と
も
遠
慮
し
て
、
「
そ
う

だ
っ
た
ら
い
い
な
あ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
み
せ
る
、
そ
う
す
る
こ
と

で
間
接
的
に
依
頼
す
る
と
い
う
婉
曲
話
法
で
す
。
し
か
し
、
本
項

最
後
の
、
⑦
「
右
之
趣
夫
々
大
庄
屋
共
へ
御
通
さ
せ
有
之
様
致

度
」
は
、
そ
う
あ
る
よ
う
に
し
た
い
の
だ
と
い
う
、
や
は
り
尊
大

な
表
現
な
の
で
す
。
い
や
で
す
ね
え
、
こ
う
い
う
人
っ
て
。

　

さ
ら
に
、
「
様
」
で
一
文
を
終
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
②
③
⑥
の

三
か
所
、
③
は
「
御
通
」
で
い
っ
た
ん
結
ん
で
い
て
、
⑦
は
「
可

申
旨
」
で
切
っ
て
い
ま
す
。
文
章
表
現
が
尊
大
な
の
で
す
。
敬

語
・
て
い
ね
い
表
現
の
「
被
」
に
い
た
っ
て
は
、
見
事
に
一
か
所

も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
威
光
を
笠
に
着
た
人
物
の
文
章
表
現
を
十

分
に
味
わ
っ
て
み
て
下
さ
い
。

〔
釈
文
〕

①
別
紙
之
通
甘
蔗
方
ゟ
申
来
候
ニ
付
右
写
指
越
候
、

書
面
之
趣
取
計
可
被
申
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七

　
　
　
　

八
月
十
日

〔
読
み
下
し
文
〕

①
別
紙
之の

通
り
甘か
ん

蔗し
ゃ
方
よ
り
申
し
来
り
候
に
付
き
右
写
し
指
し
越
し
候
、

書
面
之の

趣
取
り
計
ら
い
申
さ
る
可
く（
可べ
（
く
）

レ 

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、
以（
已
）上

②
御
支
配
在
々
、
当
寅
年
甘
蔗
生
え
立
ち
見
分
け
に
近
々
よ
り

役
人
罷ま
か

り
越
し
候
筈
に
候
間
、
村
々
甘
蔗
植
え
付
け
場
所
入
念
に
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①②

③
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④

⑤

⑥

⑦
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⑧
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大
庄
屋
あ
て

②
御
支
配
在
々
、
当
寅
年
甘
蔗
生
立
見
分
ニ
近
々
ゟ

役
人
罷
越
候
筈
候
間
、
村
々
甘
蔗
植
付
場
所
入
念

地
引
帳
を
以
案
内
致
見
分
受
候
様
、
③
尤
村
々
ニ
而
無
指

支
様
ニ
可
取
計
旨
村
役
人
共
へ
御
通
、
夫
々
作
人
共
へ
も

心
得
さ
せ
候
様

一
④
在
々
植
付
之
甘
蔗
所
ニ
ゟ
猥
ニ
折
取
荒
候
而
作
人
共

　

難
儀
之
趣
申
出
候
、
⑤
都
而
野
あ
ら
し
制
道
之
儀
ニ
付

　
而
ハ
追
々
相
通
さ
せ
候
儀
も
有
之
事
ニ
候
処
、
右
体
徒
ニ

　

荒
さ
せ
候
段
村
役
人
共
不
行
届
ニ
相
聞
候
、
⑥
右
者
先

　

達
而
ゟ
相
触
さ
せ
候
趣
を
以
大
庄
屋
・
胡
乱
者
改
共
厳
敷

　

制
道
有
之
様
、
⑦
若
此
後
荒
候
者
も
有
之
候
ハ
ヽ
召
捕
置

　

其
段
早
々
砂
糖
役
所
へ
訴
候
様
村
役
人
共
へ
相
通
シ

　

可
申
旨
、
右
之
趣
夫
々
大
庄
屋
共
へ
御
通
さ
せ
有
之
様

　

致
度
、
仍
之
如
此
ニ
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
彦
次
郎

　
　
　
　
　
　

八
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

口
六
郡
宛

⑧
右
之
通
被
仰
越
候
付
写
指
越
候
、
御
書
面
之
趣
被

相
心
得
地
引
帳
入
念
認
置
可
被
申
候
、
尤
甘
蔗

地
引
帳
を
以
て
案
内
致
し
見
分
け
受
け
候
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
尤
も
村
々
に
て
（
而
）
指
し

支
え
無
き
様
に
取
り
計
ら
う
可
き
旨
村
役
人
共ど
も

へ
御
通
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫そ
れ

々ぞ
れ

作さ
く

人に
ん

共ど
も

へ
も

心
得
さ
せ
候
様

一
④
在
々
植
え
付
け
之の

甘
蔗
所
に
よ
り
猥み
だ

り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
り
取
り
荒
れ
候
て
作
人
共

　

難
儀
之の

趣
申
し
出
で
候
、
⑤
都す
べ

て
野
あ
ら
し
制
道
之の

儀
に
付
い

　

て
は
追
々
相
通
さ
せ
候
儀
も
之こ
れ

有
る
事
に
候
処
、
右
体て
い

徒い
た
ず
らに

　

荒
さ
せ
候
段
村
役
人
共
不ふ

行
き
届
き
に
相
聞
え
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
右
は
（
者
）
先

　

達
て
よ
り
相
触
れ
さ
せ
候
趣
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
・
胡う

乱ろ
ん

者も
の

改
め
共
厳
し
く
（
敷
）

　

制
道
之こ
れ

有
る
様
、
⑦
若も
し

此こ
の

後の
ち

　
　
　

荒
し
候
者
も
之こ
れ

有
り
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）
召
し
捕
ら
え
置
き

　

其そ
の

段
早
々
砂
糖
役
所
へ
訴
え
候
様
村
役
人
共
へ
相
通
し

　

申
す
可
き
旨
、
右
之の

趣
夫そ
れ

々ぞ
れ

大
庄
屋
共
へ
御お
ん

通と
お

さ
せ
之こ
れ

有
る
様

　

致
し
度
し
、
之こ
れ

に
仍よ

り
此か
く

の
如
く
に
候
、
以
上

⑧
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き
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〔
文
意
例
〕

①
別
紙
の
内
容
で
甘
蔗
方
か
ら
伝
え
て
き
た
の
で
そ
の
写
し
を
渡
す
。

書
面
の
内
容
を
お
取
り
計
ら
い
に
な
る
よ
う
に
。
以
上

②
御
支
配
下
の
村
々
に
、
当
年
寅
年
分
の
甘
蔗
生
え
立
ち
の
見
分
け
に
近
々
よ
り

（
甘
蔗
方
）
役
人
が
出
向
く
予
定
で
あ
る
。
（
庄
屋
は
）
村
々
の
甘
蔗
植
え
付
け
場
所
を
入
念
に
、

地
引
帳
を
使
っ
て
案
内
致
し
見
分
け
を
受
け
る
様
。
③
も
っ
と
も
村
々
で
差

支
え
な
い
よ
う
取
計
ら
え
と
、
村
役
人
共
へ
通
知
。
そ
れ
ぞ
れ
（
庄
屋
が
）
耕
作
人
共
へ
も

心
得
さ
せ
る
様
。

一
④
村
々
で
植
え
付
け
て
い
る
甘
蔗
だ
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
み
だ
り
に
折
り
取
り
荒
し
（
を
す
る
人
物
が
い
）
て
耕
作
人
共
が

　

難
儀
し
て
い
る
と
申
し
出
て
い
る
。
⑤
す
べ
て
野
あ
ら
し
は
禁
止
な
の

　

だ
か
ら
繰
り
返
し
（
野
荒
ら
し
禁
令
を
庄
屋
に
）
通
達
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
む
や
み
に

折
取
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
其
段
可
被
申
出
、
依
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村

　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
〳
〵
宛

　
　

八
月
廿
一
日　

⑨
八
月
廿
五
日
五
つ
時
嶋
ゟ
参
り
薗
へ
直
ニ
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写う
つ
し

指
し
越
し
候
、
御
書
面
之の

趣

相
心
得
ら
れ
（
被ら
れ

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）
地
引
帳
入に
ゅ
う

念ね
ん

に
認
め
置
き

　
　
　
　
　
　
　

申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ   

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、
尤も
っ
とも
甘
蔗

折
り
取
り
候
者
之こ
れ

有
り
候そ
う
らは
ば
其そ
の

段
申
し
出
で
ら
る
可
し

　
　

（
可べ
（
し
）

レ   

被ら
る

二
申も
う
（
し
）

　

 

出い
（
で
）

一
）
、
之こ
れ

に
依
り
申
し
越
し
候
、
以
上

　
　
　

八
月
廿
一
日　

⑨
八
月
廿
に
じ
ゅ
う

五
日
五
つ
時ど
き

嶋
よ
り
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

薗
へ
直じ
き

に
遣つ
か
わす
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（
無
法
者
に
）
荒
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
村
役
人
共
が
不
行
届
だ
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
⑥
こ
れ
に
対
し
て
は
先

　

達
て
よ
り
（
庄
屋
に
）
触
さ
せ
て
い
る
達
し
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
庄
屋
・
胡
乱
者
改
共
は
徹
底
し
て

　

禁
止
す
る
様
。
⑦
も
し
今
後
も
荒
す
者
が
あ
っ
た
な
ら
ば
召
し
捕
え
て
置
き
、

　

そ
れ
を
早
々
砂
糖
役
所
へ
申
し
出
る
よ
う
、
村
役
人
共
へ
通
知

　

す
べ
き
こ
と
。
右
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
大
庄
屋
共
に
（
代
官
が
）
通
達
さ
せ
る
よ
う
に

　

し
た
い
。
よ
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上

⑧
右
の
通
り
（
代
官
か
ら
）
仰
っ
て
来
た
の
で
写
し
を
送
る
。
（
庄
屋
は
）
御
書
面
の
内
容
を

お
心
得
に
な
り
地
引
帳
を
入
念
に
認
め
置
き
な
さ
る
よ
う
に
。
も
っ
と
も
甘
蔗
を

折
り
取
る
よ
う
な
者
が
い
る
な
ら
ば
そ
の
点
を
お
申
し
出
に
な
る
よ
う
に
。
そ
う
い
う
こ
と
で
伝
え
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨
八
月
廿
五
日
五
つ
時
嶋
村
よ
り
（
こ
の
書
面
が
）
参
り
、
薗
村
へ
直
（
す
ぐ
）
に
渡
す

〔
語
意
・
語
法
〕

①
別
紙
之
通 

別
紙
に
あ
る
通
り
。
「
別
紙
」
は
②
以
下
。
村
井
彦

次
郎
か
ら
各
代
官
宛
て
の
書
面
の
写
し
。
こ
れ
を
写
し
、
①
の
代

官
の
端
書
き
を
添
え
た
上
で
、
代
官
は
大
庄
屋
に
送
っ
て
い
る
。

甘
蔗
方 

藩
専
売
組
織
御お

仕し

入い
れ

方か
た

の
甘
蔗
役
所
。
申
来 

言
っ
て
来

る
。
右
写
指
越 

「
右
」
は
「
甘
蔗
方
ゟ
申
来
候
」
書
面
。
「
写

（
し
）
」
は
、
甘
蔗
方
か
ら
の
書
面
は
代
官
の
手
元
に
残
し
、
そ

の
写
し
（
②
以
下
）
を
大
庄
屋
に
送
る
。
「
指
（
差
）
」
は
接
頭

語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
「
越
」
は
、

寄
越
す
。
書
面 

別
紙
の
こ
と
。
可
被
申
候
「
可
」
単
独
で
も
話
し

手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
被
」
は

尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
受
身
で
は
な
い
。
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上

の
動
詞
（
「
取
計
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ
て
表
現
し

た
り
す
る
。
津
秦
友
七 

日
高
郡
代
官
。
大
庄
屋
あ
て 

こ
こ
に
日
高

郡
各
大
庄
屋
が
記
し
て
あ
っ
た
。
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②
御
支
配
在
々
「
御
支
配
」
は
各
代
官
が
そ
れ
ぞ
れ
支
配
し
て
い

る
。
「
在
々
」
は
村
々
。
生
立
見
分 

生
育
状
態
の
検
分
。
罷
越
候

筈
候
間
「
罷
」
は
他
の
動
詞
の
上
に
付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞

を
丁
重
に
い
う
。
「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
「
間
」
は
「
…
だ
か

ら
」
。
地
引
帳 
検
地
帳
に
類
す
る
、
甘
蔗
畑
の
場
所
・
面
積
・
等

級
・
耕
作
人
等
を
記
し
た
帳
面
か
。
受
候
様
「
受
可
被
申
候
」
が

ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

③
可
取
計
旨
「
旨
」
は
も
の
ご
と
の
意
味
・
内
容
。
村
役
人
共

「
共
」
は
「
達
」
に
く
ら
べ
敬
意
が
低
い
。
御
通
「
御
通
」
で
体

言
止
め
と
し
た
。
尊
大
さ
が
臭
う
。
「
御
通
有
之
様
」
の
意
。

「
御
通
可
被
致
候
」
が
よ
い
。
作
人 

耕
作
人
。
心
得
さ
せ
候
様

「
さ
せ
」
は
大
庄
屋
を
通
じ
て
庄
屋
が
作
人
に
心
得
さ
せ
る
。

「
可
被
為
心
得
候
」
だ
と
す
ば
ら
し
い
。

④
難
儀
之
趣
「
趣
」
は
、
同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向

か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の
方
向
。

⑤
野
あ
ら
し 

作
物
を
盗
み
取
る
こ
と
。
制
道 

政
道
。
取
り
締
ま

り
。
こ
こ
で
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
。
禁
止
。
追
々 

物
事
が
次
か

ら
次
へ
と
行
わ
れ
る
さ
ま
。
相
通
さ
せ 

大
庄
屋
を
通
じ
て
庄
屋
に

「
追
々
」
通
達
さ
せ
た
。
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意

味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
有
之
「
之
」
は
強
調
。
右
体
「
体
」

は
物
事
の
有
り
様
。
徒
ニ 

む
や
み
や
た
ら
に
。
わ
け
も
な
く
。
荒

さ
せ
候
段
「
さ
せ
」
は
、
村
役
人
の
「
不
行
届
」
の
責
任
を
問
う

た
め
に
敢
え
て
使
っ
て
い
る
。
「
不
行
届
」
だ
、
つ
ま
り
「
荒
さ

せ
」
て
い
る
ん
だ
の
意
。
「
段
」
は
「
こ
と
」
。
「
…
の
こ
と
」

を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

⑥
相
触
さ
せ
候
趣 

こ
こ
も
代
官
が
大
庄
屋
を
通
じ
て
庄
屋
に
か
つ

て
触
れ
さ
せ
た
。
「
趣
」
は
、
こ
こ
で
は
、
既
成
事
実
と
し
て
、

す
で
に
触
れ
た
達
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
規
定
を
使
っ
て
の

意
。
胡
乱
者
改 

取
り
締
ま
り
を
軸
と
す
る
役
儀
。
大
庄
屋
と
対
等

か
。
各
郡
一
人
。
制
道
有
之
様
「
制
道
有
之
様
可
被
致
候
」
で
ど

う
だ
ろ
う
か
。

⑦
可
申
旨
「
可
申
旨
可
被
達
候
」
の
省
略
形
か
。
て
い
ね
い
さ
に

欠
け
る
、
乱
暴
な
物
言
い
。
大
庄
屋
共
へ
御
通
さ
せ
「
へ
」
で

は
な
く
「
に
」
に
し
な
い
と
誤
解
が
生
じ
る
。
こ
こ
は
代
官
が

大
庄
屋
に
「
御
通
さ
せ
」
る
。
有
之
様
致
度 

婉
曲
用
法
の
「
有

之
様
致
度
（
（
奉
）
存
）
候
」
に
似
て
い
る
が
、
謙
譲
表
現
の

「
（
（
奉
）
存
）
候
」
が
抜
け
た
、
逆
に
威
圧
的
な
表
現
。
「
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
し
た
い
」
。
口
六
郡
宛 

口
六
郡
（
名
草
・
海
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士
・
那
賀
・
伊
都
・
有
田
・
日
高
各
郡
）
代
官
宛
。
具
体
的
に
ど

う
い
う
書
き
方
を
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

⑧
右
之
通 
代
官
か
ら
送
っ
て
き
た
①
～
⑦
を
写
し
て
、
⑧
の
奥

書
を
加
え
、
大
庄
屋
は
村
に
送
っ
た
。
被
仰
越
「
被
」
に
加
え

「
仰
」
も
敬
語
。
二
重
敬
語
。
写
指
越 

大
庄
屋
は
代
官
か
ら
来
た

書
面
（
村
井
氏
か
ら
来
た
書
面
を
代
官
役
所
で
写
し
た
も
の
）
を

手
元
に
残
し
、
そ
れ
を
写
し
た
も
の
を
庄
屋
宛
に
送
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
庄
屋
に
宛
て
た
も
の
は
写
し
の
写
し
。
中
村 

天
田
組
大
庄

屋
。
む
ら
〳
〵
宛 

天
田
組
一
七
か
村
名
が
記
し
て
あ
っ
た
が
、
御

坊
村
庄
屋
が
こ
の
形
に
変
え
た
。

⑨
八
月
… 

⑨
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
五
つ
時 

午
前
八
時
。

直
ニ
遣
「
遣
」
は
て
い
ね
い
で
は
な
い
表
現
。
こ
こ
で
は
渡
す
。

送
る
。

【
月
代
致
さ
せ
】

　

京
都
聖し
ょ
う

護ご

院い
ん

（
聖
護
院
門も
ん

跡ぜ
き

）
は
中
世
以
来
、
熊
野
の
修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

を
統
轄
し
ま
し
た
。
そ
の
聖
護
院
が
熊
野
へ
往
復
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
・
町
人
が
経
済
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
帰
途
の
荷
物
持
ち
人
足
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
見
苦
敷し
く

」
を
二
か
所
で
使
っ
て
い
ま
す
か

ら
百
姓
は
よ
ほ
ど
見
苦
し
い
の
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
立
ち
居
振

る
舞
い
も
奔
放
な
百
姓
。
こ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
大
庄
屋
は
躍

起
な
の
で
す
が
。

〔
釈
文
〕

①
聖
護
院
様
、
九
月
十
一
日
印
南
御
昼
、
小
松
原
御
止
宿

之
筈
ニ
候
、
夫
ニ
付
人
足
割
賦
之
儀
ハ
追
而
可
申
越
候
間
、
無

指
支
割
賦
相
廻
り
次
第
指
出
し
可
被
申
候

一
②
以
前
之
通
小
松
原
ゟ
井
関
迄
持
通
候
筈
候
間
、
支
度
等

〔
読
み
下
し
文
〕

①
聖
し
ょ
う

護ご

院い
ん

様
、
九
月
十
一
日
印い

南な
み

御
昼
、
小
松
原
御
止し

宿
し
ゅ
く

之の

筈
に
候
、
夫そ
れ

に
付
き
人
足
割わ
っ

賦ぷ

之の

儀
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
っ
て
（
而
）
申
し
越
す
可
く
候
間
、

指
支
え
無
く
割
賦
相
廻
り
次
第
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①②④⑤⑥

③
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⑦⑧⑨⑩

⑪
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指
し
出
し
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
レ

申も
う
（
さ
））候

一
②
以
前
之の

通
り
小
松
原
よ
り
井
関
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
ち
通
し
候
筈
に
候
間
、
支
度
等

　

其そ
の

心
得
に
て
用
意
致
し
罷ま
か

り
出
で
候
様

　
　

③
右
、
九
月
四
日
出
で
廻
状
、
五
日
夕
六
つ
時
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直じ
き

に
薗
へ
遣
し
候
、
湯
浅
迄
通
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
来
り
候
、
支し

度た
く

入に
ゅ
う

念ね
ん

に
出
で
候
様

一
④
人
足
長
髪
・
乱
髪
に
て
は
見
苦
し
く
（
敷
）
候
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月さ
か

代や
き

致
さ
せ
候
様

一
⑤
右
人
足
、
老
人
・
子
供
は

　
　
　
　
　

出
し
申
す
ま
じ
く
（
間
敷
）
候
、
余
り
見
苦
し
き
物

　

着
致
さ
ざ
る
（
不ざ
（
る
））様

一
⑥
右
人
足
に
出
で
候
者
、
無
礼
・
無
作
法
等
之こ
れ

無
き
様
相
慎
せ
、

　

用
事
之の

外
高た
か

声ご
え

に
咄は
な

し
等
致
し
申
す
ま
じ
き
事

一
⑦
人
足
肝き
も

煎い
り

は
品
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

宰
（
才
）
領
相
兼
ね
之の

儀
も
之こ
れ

有
る
可
く
候
間
、

　

羽
織
（
折
）
着
し
、
出
で
候
様

一
⑧
火
之の

元
用
心
堅
く
相
守
り
候
様
取
り
計
ら
い
申
さ
る
可
き
事

一
⑨
御
当
日
葬
礼
致
さ
ざ
る
様
、

　

其
心
得
に
て
用
意
致
罷
出
候
様

　
　

③
右
、
九
月
四
日
出
廻
状
、
五
日
夕
六
つ
時
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
ニ
薗
へ
遣
候
、
湯
浅
迄
通
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
来
候
、
支
度
入
念
出
候
様

一
④
人
足
長
髪
・
乱
髪
ニ
而
ハ
見
苦
敷
候
間
、
月
代
致
さ
せ
候
様

一
⑤
右
人
足
、
老
人
・
子
供
ハ
出
し
申
間
敷
候
、
余
り
見
苦
敷
物

　

着
不
致
様

一
⑥
右
人
足
出
候
者
、
無
礼
・
無
作
法
等
無
之
様
相
慎
せ
、

　

用
事
之
外
高
声
ニ
咄
し
等
致
申
間
敷
事

一
⑦
人
足
肝
煎
ハ
品
ニ
ゟ
才
領
相
兼
之
儀
も
可
有
之
候
間
、

　

羽
折
着
、
出
候
様

一
⑧
火
之
元
用
心
堅
相
守
候
様
取
計
可
被
申
事

一
⑨
御
当
日
葬
礼
不
致
様
、
勿
論
火
葬
ハ
急
度
不
相
成
候

⑩
右
之
通
ニ
候
間
、
夫
々
入
念
御
取
計
可
有
之
候
、
依
之

申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
左
衛
門

　
　
　
　

九
月
朔
日　

⑪
八
つ
時
小
松
原
ゟ
着
、
七
つ
時
名
屋
へ
遣

　
　
　

御
坊
・
名
屋
・
浜
之
瀬
・
田
井
宛

（
宰
）
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勿も
ち

論ろ
ん

火
葬
は
急き
っ

度と

相
成
ら
ず
（
不ず

）
候

⑩
右
之の

通
り
に
候
間
、

　
　
　
　

夫そ
れ

々ぞ
れ

入
念
に
御
取
り
計
ら
い
之こ
れ

有
る
可
く
候
、
之こ
れ

に
依よ

り

申
し
越
し
候
、
以
上

　
　
　
　

九
月
朔さ
く

日じ
つ　

⑪
八
つ
時ど
き

小
松
原
よ
り
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
つ
時
名
屋
へ
遣
す

〔
文
意
例
〕

①
聖
護
院
様
は
、
九
月
十
一
日
印
南
で
御
昼
を
召
し
上
が
り
、
小
松
原
で
御
宿
泊
な
さ
る

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
（
村
か
ら
差
し
出
す
）
人
足
の
割
り
振
り
の
こ
と
は
あ
と
で
通
知
す
る
つ
も
り
だ
か
ら
、

割
り
振
り
に
つ
い
て
（
通
知
が
）
廻
り
次
第
、
支
障
な
く
（
各
村
か
ら
人
足
を
）
指
し
出
し
な
さ
る
よ
う
に
。

一
②
以
前
の
通
り
、
小
松
原
よ
り
井
関
ま
で
（
人
足
は
荷
物
を
）
持
ち
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
支
度
等
は

　

そ
の
つ
も
り
で
用
意
し
出
か
け
て
く
る
様
に
。

　
　

③
右
に
つ
い
て
九
月
四
日
出
で
の
（
訂
正
の
）
廻
状
が
、
五
日
六
つ
時
着
、
直す
ぐ

に
薗
村
へ
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
関
ま
で
で
な
く
そ
の
先
の
）
湯
浅
迄
の
持
ち
通
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
官
か
ら
）
言
っ
て
来
た
。
（
だ
か
ら
人
足
は
）
仕
度
を
入
念
に
し
て
出
て
く
る
よ
う
に
。

一
④
人
足
は
長
髪
・
乱
髪
で
は
見
苦
し
い
の
で
、
月さ
か

代や
き

を
（
剃
っ
た
髪
型
に
庄
屋
が
）
さ
せ
る
よ
う
に
。

一
⑤
右
の
人
足
に
つ
い
て
、
（
頭
数
だ
け
そ
ろ
え
て
も
役
に
立
た
な
い
の
で
）
老
人
・
子
供
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
庄
屋
は
）
出
し
て
は
い
け
な
い
。
（
人
足
は
）
余
り
見
苦
し
い
物
は
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
聖
護
院 

中
世
以
来
、
熊
野
の
修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

を
統
轄
し
た
の
が
聖
し
ょ
う

護ご

院い
ん

門も
ん

跡ぜ
き

。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
・
町
人
が
聖
護
院
や
修

験
者
の
活
動
を
経
済
的
に
支
援
し
て
い
る
。
印
南 

印
南
町
。
藩
の

熊
野
街
道
伝て
ん

馬ま

所し
ょ

（
幕
府
で
は
宿し
ゅ
く
と
い
う
）
。
伝
馬
所
で
は
百
姓

の
役
務
と
し
て
、
待
機
し
て
い
る
人
馬
が
、
公
用
の
役
人
や
荷
物

を
次
の
伝
馬
所
ま
で
運
ん
だ
。
小
松
原 

御
坊
市
。
同
じ
く
熊
野
街

道
伝
馬
所
。
小
松
原
は
印
南
の
北
だ
か
ら
、
聖
護
院
は
帰
途
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
止
宿 

宿
泊
。
人
足 

伝
馬
所
の
人
馬
が
不
足

す
る
場
合
に
近
在
の
村
々
が
負
担
し
た
。
荷
物
人
足
。
割
賦
「
わ

り
ふ
・
か
っ
ぷ
」
と
も
い
う
。
割
り
振
り
。
可
申
越
候
間
「
越
」

は
行
く
。
来
る
。
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助

動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
間
」
は
原
因
、
理
由
を
示

す
。
「
…
な
の
で
」
。
無
指
支 

後
ろ
の
「
指
出
し
可
被
申
候
」
に

か
か
る
。
割
賦 
割
賦
の
通
知
が
。
相
廻
り
「
相
」
は
語
調
を
整
え

　

着
な
い
よ
う
に
。

一
⑥
右
の
人
足
に
出
る
者
は
無
礼
・
無
作
法
等
の
な
い
よ
う
（
庄
屋
は
）
慎
せ
、

　

用
事
の
ほ
か
は
、
大
声
で
話
等
し
な
い
こ
と
。

一
⑦
人
足
の
肝き
も

煎い
り

は
品
格
に
よ
っ
て
は
（
そ
の
上
の
責
任
者
で
あ
る
）
宰
領
を
か
ね
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

　

（
そ
の
可
能
性
を
考
え
て
、
肝
煎
は
）
羽
織
を
着
て
出
て
く
る
よ
う
に
。

一
⑧
火
の
元
用
心
を
か
た
く
守
る
よ
う
（
庄
屋
は
）
お
取
り
計
ら
い
に
な
る
べ
き
こ
と
。

一
⑨
御
当
日
、
葬
礼
は
致
さ
な
い
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
火
葬
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。

⑩
右
の
通
り
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
（
庄
屋
は
）
念
を
入
れ
て
御
取
り
計
ら
い
あ
る
よ
う
に
。
右
、

申
し
伝
え
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪
（
書
状
は
）
八
つ
時
小
松
原
（
大
庄
屋
役
所
）
よ
り
着
、
七
つ
時
名
屋
村
へ
送
る
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る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
可
被
申
候
「
被
」
は

尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
こ
こ

で
は
「
指
出
し
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ
て
表
現
し

た
り
す
る
。

②
以
前
之
通 

こ
れ
以
前
に
す
で
に
人
足
役
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
小
松
原
ゟ
井
関
迄
持
通 

井
関
（
広
川
町
）
も
熊
野
街
道
伝

馬
所
。
伝
馬
所
は
小
松
原
の
北
に
原は
ら

谷だ
に

（
日
高
町
）・
井
関
（
広
川

町
）・
湯
浅
（
湯
浅
町
）
と
続
く
。
本
来
小
松
原
か
ら
の
伝
馬
は
隣

の
原
谷
ま
で
の
は
ず
。
そ
れ
を
「
井
関
迄
」
と
い
う
こ
と
で
「
持

通
」
と
表
現
し
て
い
る
。
罷
出
「
罷
」
は
他
の
動
詞
の
上
に
付

き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。

③
右
…
出
候
様 

③
は
庄
屋
の
書
き
込
み
。
「
右
」
は
②
の
こ
と
。

右
に
つ
い
て
。
「
九
月
…
遣
ス
」
は
挿
入
文
。
「
湯
浅
迄
…
出
候

様
」
が
の
ち
に
届
い
た
廻
状
の
内
容
。
②
に
対
す
る
訂
正
の
廻
状

が
届
い
た
の
で
こ
の
位
置
に
注
記
し
た
。
六
つ 

午
後
六
時
頃
。

遣
ス
「
遣
」
は
、
（
動
作
者
へ
の
敬
意
が
失
せ
て
）
人
を
派
遣
す

る
。
他
へ
や
る
。
湯
浅
迄
…
出
候
様 

の
ち
に
届
い
た
廻
状
の
内

容
。
「
申
来
」
は
大
庄
屋
に
代
官
か
ら
言
っ
て
来
た
。
「
仕
度
入

念
出
候
様
」
は
大
庄
屋
の
記
述
。
九
月
朔
日
付
け
（
⑩
）
の
②
項

に
あ
っ
た
「
小
松
原
ゟ
井
関
迄
持
通
」
に
つ
い
て
、
追
っ
て
届
い

た
四
日
付
け
廻
状
で
言
っ
て
き
た
の
が
、
井
関
よ
り
さ
ら
に
先
の

「
湯
浅
迄
」
の
持
ち
通
し
の
延
長
。
そ
こ
で
「
仕
度
入
念
」
と
し

て
い
る
。

④
月
代 

頭
髪
の
中
央
を
そ
り
落
と
し
た
、
整
っ
た
髪
型
。
致
さ
せ

「
さ
せ
」
は
使
役
。

⑥
無
之
「
之
」
は
強
調
。
咄
し
「
咄
」
が
「
山
」
偏
。

⑦
肝
煎
・
才
領 

肝
煎
と
宰
領
（
才
領
）
の
語
は
ど
ち
ら
も
責
任
者

の
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

肝
煎
は
下
位
の
世
話
役
の
こ
と
で
、
宰
領
は
そ
れ
よ
り
上
位
の
監

督
・
取
締
を
意
味
し
て
い
る
。
羽
折
（
織
） 

身
分
・
格
式
を
表
す

た
め
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

⑧
火
之
元
用
心 

待
機
場
所
で
の
た
き
火
の
こ
と
か
。
候
様
「
事
」

の
上
か
ら
「
様
」
以
下
に
書
き
か
え
て
い
る
。

⑨
葬
礼
不
致 

通
行
の
妨
げ
ば
か
り
で
な
く
、
葬
礼
を
行
う
仏
教
と

は
修
験
道
が
な
じ
ま
な
い
の
か
。
急
度 

き
び
し
く
。
決
し
て
。

⑩
右
之
通 

①
～
②
、
④
～
⑨
は
大
庄
屋
か
ら
の
達
し
。
依
之

「
之
」
を
読
ま
ず
に
「
よ
っ
て
」
と
し
て
も
よ
い
。
右
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
。
朔
日 

一つ
い

日た
ち

。
中
村
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伊
左
衛
門 

天
田
組
大
庄
屋
。

⑪
八
つ
時
… 

⑪
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
八
つ 

午
後
二
時

頃
。
七
つ 
午
後
四
時
頃
。
小
松
原 

⑩
の
宛
先
に
小
松
原
村
は
入
っ

て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
廻
状
が
小
松
原
村
か
ら
廻
っ
た
の
で
は
な

く
、
小
松
原
の
大
庄
屋
会
所
か
ら
御
坊
村
に
直
接
届
い
た
。

【
せ
ん
だ
く
ふ
と
ん
】

　

聖
護
院
一
行
は
御
坊
表
の
小
松
原
村
に
止
宿
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
つ
い
て
は
そ
の
た
め
の
布
団
が
い
る
の
で
す
が
、
わ
ざ

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　

覚

〔
読
み
下
し
文
〕

②
聖
護
院
様
、
来
る
十
一
日
小
松
原
村
御
止
宿
之の

筈
に
候
、

わ
ざ
「
古
キ
筋

ニ
せ
ん
だ
く
ふ
と
ん
」
は
出
す
な
と
い
う
の
で

す
。
庄
屋
な
ど
の
百
姓
が
客
布
団
を
出
す
し
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

①

②
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③
④



− 78 −− 79 −

③
夫そ
れ

に
付
き
右
入に
ゅ
う

用よ
う

割
符
致
し
指
し
越
し
候
間
、
明
十
日
昼
迄

之の

内
、
小
松
原
法
林
寺
迄
指
し
出
し

　
　
　
　
　
　
　

申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ   

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、
之こ
れ

に
依
り

申
し
越
し
候
、
以
上

④
本
文
古
き
筋
な
ら
びに
洗
濯
（
せ
ん
だ
く
）
ふ
と
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
し
申
さ
ず
（
不ず

）
候
様

取
り
計
ら
う
可
し

一
ふ
と
ん
三
拾　

嶋
村　

同
廿
六
枚　

御
坊

一
同
廿
四
枚　

そ
の
村

②
聖
護
院
様
、
来
ル
十
一
日
小
松
原
村
御
止
宿
之
筈
候
、

③
夫
ニ
付
右
入
用
割
符
致
指
越
候
間
、
明
十
日
昼
迄

之
内
、
小
松
原
法
林
寺
迄
指
出
し
可
被
申
候
、
依
之

申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
原
出
張
役
所

　
　
　

九
月
九
日

　
　
　
　

嶋
・
薗
・
御
坊

　
　
　
　
　

右
村
々
庄
屋
中

④
本
文
古
キ
筋

ニ
せ
ん
だ
く
ふ
と
ん
出
し
不
申
候
様

可
取
計

〔
文
意
例
〕

②
聖
護
院
様
は
来
る
十
一
日
小
松
原
村
に
御
泊
ま
り
の
予
定
で
あ
る
。

③
そ
れ
に
つ
い
て
右
の
通
り
入
用
品
を
割
り
振
り
し
送
る
の
で
、
明
日
十
日
昼
ま
で

の
う
ち
に
小
松
原
法
林
寺
ま
で
（
こ
れ
を
）
差
し
出
し
申
す
よ
う
に
。
よ
っ
て

言
っ
て
よ
こ
す
。
以
上

④
本
文
に
つ
い
て
古
い
ふ
と
ん
や
洗
濯
し
た
ふ
と
ん
は
出
さ
な
い
よ
う
に

（
庄
屋
は
）
取
り
計
ら
い
な
さ
い
。
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
覚 
覚
書
。
そ
の
村 

薗
村

③
入
用 
こ
こ
で
は
「
必
要
な
も
の
」
。
入
用
品
。
割
符 

割
賦
に

同
じ
。
割
り
振
り
。
指
越
「
指
（
差
）
」
は
接
頭
語
。
意
味
を
強

め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
法

林
寺 

浄
土
宗
法
林
寺
。
指
出
し 

ふ
と
ん
を
差
し
出
す
。
可
被
申

候
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…

候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
「
申
」
は

補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
こ
こ
で
は
「
指
出
し
」
）
を
改
ま
っ
て

表
現
し
た
り
、
敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。
小
松
原
出
張
役
所 

大

庄
屋
の
臨
時
の
出
張
役
所
か
。

④
本
文
… 

④
は
小
松
原
出
張
役
所
の
奥
書
。
古
キ
筋
「
筋
」
は
こ

こ
で
は
物
。
古
い
布
団
。
せ
ん
だ
く
ふ
と
ん 

実
際
に
洗
濯
し
た
、

使
い
古
し
の
布
団
と
い
う
こ
と
か
。

【
明
け
七
つ
の
人
足
】

　

人
足
差
し
出
し
に
つ
い
て
具
体
的
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
聖
護

院
一
行
は
宿
泊
の
翌
日
出
発
し
ま
す
。
明
け
七
つ
時ど
き

。
午
前
四
時

ご
ろ
で
す
。
京
都
ま
で
先
が
長
い
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
た
め

人
足
は
前
夜
九
つ
時
（
〇
時
ご
ろ
）
に
は
集
ま
っ
て
い
な
け
れ

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　

覚

一
人
足　

廿
九
人　

財た
か

部ら　
　
　

同　
　

廿
五
人　

田
井
村

一
同　
　

三
拾
人　

浜
之
瀬　
　

同　
　
　

廿
人　

そ
の

〔
読
み
下
し
文
〕

②
右
来
る
十
一
日

聖
護
院
様
小
松
原
御
止
宿
、
翌
十
二
日
明
け
七
つ
時ど
き

同
所
御
立
ち
之の

筈
に
候
、
右
割
符
之の

通
り
人
足
廻
し
相
添
え
、

ば
な
り
ま
せ
ん
。
旧
暦
九
月
九
日
、
新
暦
換
算
で
十
月
二
十
日
に

な
り
ま
す
。
夜
は
寒
い
で
す
ね
。
密
か
に
酒
盛
り
で
も
す
る
の
で

し
ょ
う
か
、
焚
き
火
で
も
し
て
地
べ
た
に
ご
ろ
寝
で
し
ょ
う
か
。

ま
あ
、
え
ら
い
こ
と
で
す
わ
。
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間
違
い
無
く
十
一
日
夜
九
つ
時
に
小
松
原
人
足
役
所
へ

差
し
出
し
申
す
可
く
候
、
③
右
人
足
の
者
共ど
も

へ
小
松
原
人
足
役
所

に
て
小こ

札ふ
だ

相
渡
し
候
筈
に
て
（
而
）
、
右
札
広
橋
南
詰
に
て

取
り
上
げ
候
筈
に
候
間
、
其そ
の

段
も
相
心
得
さ
せ
申
す
可
く
候
、

之こ
れ

に
依よ

り
直じ
き

夫ふ

を
以
て
申
し
越
し
候
、
以
上

一　
　
　

十
五
人　

御
坊　
　
　

同　
　

三
拾
人　

嶋

〆②
右
来
十
一
日

聖
護
院
様
小
松
原
御
止
宿
、
翌
十
二
日
明
七
つ
時

同
所
御
立
之
筈
候
、
右
割
符
之
通
人
足
廻
相
添
へ
、

無
間
違
十
一
日
夜
九
つ
時
ニ
小
松
原
人
足
役
所
へ

②

①
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③
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〔
文
意
例
〕

②
右
は
来
る
十
一
日

聖
護
院
様
が
小
松
原
に
ご
宿
泊
に
な
り
、
翌
十
二
日
明
け
七
つ
時ど
き

に

同
所
を
お
立
ち
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
右
の
割
り
振
り
の
通
り
、
人
足
廻
し
を
付
き
添
わ
せ
て
、

間
違
い
な
く
十
一
日
夜
九
つ
時
に
小
松
原
人
足
役
所
へ

（
庄
屋
は
人
足
共
を
）
差
し
出
す
よ
う
に
。
③
右
の
人
足
の
者
共
へ
小
松
原
人
足
役
所

で
小
札
を
渡
す
予
定
で
あ
る
。
そ
の
札
を
広
橋
南
詰
め
で

回
収
す
る
は
ず
な
の
で
、
そ
の
こ
と
も
（
庄
屋
は
）
心
得
さ
せ
申
す
よ
う
に
。

よ
っ
て
、
直
夫
に
よ
り
申
し
伝
え
る
。
以
上

差
出
し
可
申
候
、
③
右
人
足
者
共
へ
小
松
原
人
足
役
所

に
て
小
札
相
渡
シ
候
筈
ニ
而
、
右
札
広
橋
南
詰
に
て

取
上
候
筈
ニ
候
間
、
其
段
も
相
心
得
さ
せ
可
申
候
、

依
之
直
夫
以
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村

　
　
　

九
月
九
日

　
　
　
　

財
部
・
田
井

　
　
　
　

御
坊
・
し
ま
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
覚 
覚
え
書
き
。

②
明
七
つ
時
「
明
」
は
明
け
方
。
「
七
つ
」
は
午
前
四
時
。
人
足

廻 

人
足
を
集
め
る
役
目
の
人
物
。
無
間
違 

前
夜
か
ら
の
参
集
は
負

担
が
大
き
い
と
わ
か
っ
て
い
る
た
め
、
念
押
し
し
て
い
る
。
九
つ 

〇
時
。
可
申
候
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助
動

詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動

詞
（
こ
こ
で
は
「
差
出
し
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ

【
続
風
土
記
新
撰
御
用
】

　

今
日
で
も
広
く
使
わ
れ
る
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
編
纂
が
始
ま

り
ま
し
た
。
紀き

伊の

国く
に

の
村
々
を
調
べ
上
げ
て
い
く
遠
大
な
事
業
で

す
。
ど
こ
ま
で
村
々
の
協
力
が
得
ら
れ
た
の
か
。
途
中
二
度
の
中

断
を
経
て
、
完
成
は
三
三
年
後
の
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
。
こ

の
時
に
は
誰
も
そ
ん
な
こ
と
ま
で
予
想
は
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず

で
す
。

て
表
現
し
た
り
す
る
。

③
相
渡
シ
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
広
橋 

広
川
に
か
か
る
橋
。
広
（
広
川
町
）
と
湯

浅
（
湯
浅
町
）
を
結
ぶ
。
井
関
の
北
西
。
其
段
「
段
」
は
「
こ

と
」
。
「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を

代
用
す
る
語
。
右
に
述
べ
た
こ
と
。
直
夫 

大
庄
屋
役
所
の
書
状
を

送
る
役
の
下
男
か
。

〔
釈
文
〕

①
別
紙
之
通
御
勘
定
奉
行
衆
ゟ
申
越
候
付
右
写

指
遣
間
、
書
面
之
趣
ヲ
以
夫
々
江
被
相
達
、
御
用

之
節
ハ
不
差
支
様
入
念
、
兼
而
村
役
人
江
も
被

申
付
、
各
ニ
も
其
段
可
被
相
心
得
候
、
以
上

〔
読
み
下
し
文
〕

①
別
紙
之の

通
り
御
勘
定
奉
行
衆
よ
り
申
し
越
し
候
に
付
き
右
写
し

指
し
遣
し
間
、
書
面
之の

趣
を
以
て
夫そ
れ

々ぞ
れ

へ
（
江
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
達
さ
れ
（
被れ
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
、
御
用

之の

節
は
差
し
支
え
ざ
る
（
不ざ
（
る
））様
念
を
入
れ
、
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①
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②③

④
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⑤
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兼
て
（
而
）
村
役
人
へ
も

申
し
付
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
申も
う
（
し
）

　

 

付つ
（
け
）

一
）
、
各
お
の
お
のに
も
其そ
の

段

　
　
　
　
　

相
心
得
ら
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被ら
る

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）
候
、
以
上

②
別
紙
之の

通
り
御
年
寄
衆

　
　
　
　
　
　
　

仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

聞き
（
け
）

一
）
候
に
付
き
右

写
し
壱い
っ

通
指
し
遣
し
候
、

　
　
　
　
　
　

書
面
之の

趣
相
心
得
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
レ

申も
う
（
さ
）
）
候

③
公
儀
御
用
に
付
き
紀
伊
続
き
風
土
記
新
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
所

　
　
　
　

九
月
十
四
日

　
　
　
　
　

七
組
大
庄
屋
ア
テ

②
別
紙
之
通
御
年
寄
衆
被
仰
聞
候
ニ
付
右

写
壱
通
指
遣
候
、
書
面
之
趣
相
心
得
可
被
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
生
広
右
衛
門

　
　
　
　

九
月
六
日

　
　
　
　
　
　

御
代
官
所
ア
テ

⑥
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③
公
儀
御
用
ニ
付
紀
伊
続
キ
風
土
記
新
撰

被
仰
付
候
付
、
右
元
掛
り
御
用
人
被

仰
付
候
、
④
夫
ニ
付
右
掛
御
用
人
ゟ
御
用
筋

ニ
而
申
談
候
節
ハ
、
地
方

人
別
等
之
儀
迄
も

委
細
申
聞
、
品
ニ
よ
り
其
役
所
帳
面
ヲ
茂

相
渡
候
程
相
心
得
、
⑤
在
中
地
士
其
外
家
ニ

持
伝
へ
候
旧
記
又
者
系
譜
・
書
翰
等
之
類
、
都
而

在
中
ニ
有
之
候
紀
州
之
儀
相
認
候
書
付
・

古
戦
記
等
之
類
、
聊
之
品
ニ
而
茂
御
用
之
節
ハ

差
出
候
様
可
被
取
計
事

⑥
右
之
通
被
仰
越
候
ニ
付
写
差
越
候
、
御
書

面
之
趣
可
被
相
心
得
候
、
依
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
左
衛
門

　
　
　
　

十
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　

村
々
あ
て

仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら
れ

二
仰お
お
（
せ
）

　

 

付つ
（
け
）

一
）
候
に
付
き
、
右
元
掛
り
御
用
人

仰
せ
付
け
ら
れ
候
、
④
夫そ
れ

に
付
き
右
掛
り
御
用
人
よ
り
御
用
筋

に
て
申
し
談
じ
候
節
は
、
地じ

方か
た
な
ら
びに

人
別
等
之の

儀
迄
も

委
細
申
し
聞
け
、
品
に
よ
り
其そ
の

役
所
帳
面
を
も
（
茂
）

相
渡
し
候
程
相
心
得
、
⑤
在
中
地じ

士し

其そ
の

外ほ
か

家
に

持
ち
伝
え
候
旧
記
又
は
（
者
）
系
譜
・
書し
ょ

翰か
ん

等
之の

類た
ぐ
い、
都す
べ

て

在
中
に
之こ
れ

有
り
候
紀
州
之の

儀
相
認し
た
ため
候
書
付
・

古
戦
記
等
之の

類
、
聊い
さ
さか
之の

品
に
て
も
御
用
之の

節
は

差
し
出
し
候
様
取
り
計
ら
わ
る
可
き
（
可べ
（
き
）

レ    

被る
二
取と
（
り
）

　

計は
か
（
ら
わ
）

一
） 

事

⑥
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
し
差
し
越
し
候
、
御
書

面
之の

趣
相
心
得
ら
る
可
く
候
、
之こ
れ

に
依よ

り
申
し
越
し
候
、
以
上

〔
文
意
例
〕

①
別
紙
の
（
内
容
）
通
り
御
勘
定
奉
行
衆
よ
り
言
っ
て
き
た
の
で
そ
の
写
し
を

送
る
。
書
面
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
（
の
庄
屋
）
へ
お
達
し
に
な
る
よ
う
に
。
御
用

の
節
に
は
差
し
支
え
が
出
な
い
よ
う
に
念
を
入
れ
、
前
も
っ
て
村
役
人
へ
も
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お
申
し
付
け
に
な
る
よ
う
に
。
あ
な
た
方
大
庄
屋
も
こ
の
点
を
お
心
得
な
さ
る
よ
う
に
。
以
上

②
別
紙
（
内
容
）
の
通
り
御
年
寄
衆
か
ら
御
伝
達
に
な
っ
た
の
で
そ
の

写
し
を
一
通
送
る
。
書
面
の
内
容
を
お
心
得
な
さ
る
よ
う
に
。

③
公
儀
御
用
と
し
て
（
藩
は
）
「
紀
伊
続
風
土
記
」
新し
ん

撰せ
ん

を

御
命
じ
に
な
り
、
そ
の
元
掛
り
御
用
人
を

お
決
め
に
な
っ
た
。
④
そ
れ
に
つ
い
て
右
掛
御
用
人
よ
り
御
用
の
筋

で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
地じ

方か
た

の
様
子
な
ら
び
に
住
民
の
数
な
ど
の
こ
と
迄
も

詳
し
く
お
聞
か
せ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
そ
の
役
所
の
帳
面
を
も

渡
す
程
に
ま
で
心
得
お
く
こ
と
。
⑤
在
中
の
地
士
、
そ
の
ほ
か
家
に

持
ち
伝
え
て
い
る
旧
記
ま
た
は
系
譜
・
書し
ょ

翰か
ん

等
の
類た
ぐ
い、
す
べ
て

在
中
に
あ
る
紀
州
（
に
関
す
る
歴
史
）
の
こ
と
を
記
し
て
あ
る
書
付
・

古
戦
記
等
の
類
、
い
さ
さ
か
の
品
で
あ
っ
て
も
御
用
の
節
は

差
し
出
す
様
お
取
り
計
ら
い
に
な
る
事
。

⑥
右
の
通
り
仰
っ
て
来
た
の
で
写
し
を
送
る
。
御
書

面
の
内
容
を
お
心
得
に
な
る
よ
う
に
。
そ
う
い
う
こ
と
で
申
し
送
る
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
別
紙
之
通 

別
紙
の
内
容
通
り
。
「
別
紙
」
は
②
～
⑤
。
勘
定
奉

行
か
ら
の
書
面
（
の
写
し
）
。
②
～
⑤
を
写
し
、
①
の
代
官
の

端
書
き
を
添
え
て
代
官
は
大
庄
屋
に
送
っ
た
。
御
勘
定
奉
行
衆

「
衆
」
は
人
を
表
わ
す
名
詞
な
ど
に
付
い
て
、
親
愛
、
尊
敬
の
意
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を
添
え
る
。
申
越
「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
右
写
「
別
紙
」
の
こ

と
。
「
右
」
は
「
申
越
候
」
書
面
。
指
遣
間
「
指
遣
候
間
」
か
。

「
指
（
差
）
」
は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り

す
る
語
。
「
遣
」
は
上
位
者
が
人
を
や
る
、
行
動
さ
せ
る
、
物
を

や
る
。
「
間
」
は
原
因
、
理
由
を
示
す
。
「
…
な
の
で
」
。
書
面

「
別
紙
」
の
こ
と
。
夫
々 
各
庄
屋
。
被
相
達
「
被
」
は
こ
こ
で
は

て
い
ね
い
語
。
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
御
用 

藩
や
幕
府
か
ら
課
せ
ら
れ
た
役
務
。
兼
而 

事
前
に
。
前
も
っ
て
。
各
ニ
も 

各
大
庄
屋
。
其
段
「
段
」
は
「
こ

と
」
。
「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、
最
も
広
範
囲
を

代
用
す
る
語
。
可
被
相
心
得
候
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の

意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
日
高
御
代
官

所
「
津
秦
友
七
」
と
記
し
て
あ
っ
た
と
思
え
る
。
七
組
大
庄
屋
ア

テ 

大
庄
屋
七
人
の
名
前
が
書
い
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
七
組
」

は
日
高
郡
本
藩
領
の
七
組
。
志
賀
組
・
入
に
ゅ
う

山や
ま

組
・
江
川
組
・
中
山

中
組
・
山さ
ん

地じ

組
・
天あ
ま

田だ

組
・
南
谷
組
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大
庄
屋
が
付

く
。
御
坊
村
は
天
田
組
。

②
別
紙
之
通 

別
紙
の
内
容
通
り
。
「
別
紙
」
は
③
～
⑤
。
年
寄
衆

か
ら
の
書
面
。
③
～
⑤
を
写
し
て
、
②
の
勘
定
奉
行
の
端
書
き
を

添
え
、
勘
定
奉
行
は
代
官
に
送
っ
て
い
る
。
被
仰
聞
「
仰
聞
」
は

「
言
い
聞
け
る
」
の
敬
語
。
告
知
す
る
。
伝
達
す
る
。
「
被
」
も

敬
語
で
、
二
重
敬
語
。
右
写
「
別
紙
」
の
こ
と
。
「
右
」
は
年
寄

衆
か
ら
の
書
面
。
書
面
「
別
紙
」
の
こ
と
。
可
被
申
「
申
」
は
補

助
動
詞
。
上
の
動
詞
（
「
心
得
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、

敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。
土
生
広
右
衛
門 

第
一
項
【
左
京
大
夫

様
御
家
老
】
で
新
し
く
差
任
が
伝
え
ら
れ
た
勘
定
奉
行
。
御
代
官

所
ア
テ 

各
郡
の
代
官
名
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

③
公
儀
御
用
「
公
儀
」
は
幕
府
。
こ
の
年
、
『
紀
伊
続
風
土
記
』

の
編
纂
が
藩
内
に
命
じ
ら
れ
た
。
幕
府
へ
の
呈
上
が
藩
に
仰
せ
出

で
ら
れ
た
か
ら
だ
と
も
い
う
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
新
撰
被
仰

付 

「
古
風
土
記
」
を
念
頭
に
、
新
た
に
編
纂
す
る
こ
と
。
「
被
仰

付
」
だ
か
ら
藩
が
命
じ
る
。
右
元
掛
り
御
用
人
被
仰
付
候
「
右
」

は
「
風
土
記
に
関
す
る
」
。
「
元
掛
り
御
用
人
」
は
、
編
纂
を
命

じ
ら
れ
た
儒
学
者
仁に

井い

田だ

南な
ん

陽よ
う

・
国こ
く

学
者
本も
と

居お
り

大お
お

平ひ
ら

・
本ほ
ん

草ぞ
う

学
者

小お

原は
ら

桃と
う

洞ど
う

等
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
被
仰
付
」
は
「
元

掛
御
用
人
」
と
い
う
役
が
置
か
れ
た
。

④
御
用
筋
「
筋
」
は
そ
れ
に
関
す
る
方
面
。
そ
の
方
面
の
場
所
、

事
柄
、
人
。
ぼ
か
し
て
表
現
す
る
用
い
方
。
申
談 

申
し
上
げ
て
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相
談
す
る
。
地
方 

こ
こ
で
は
そ
の
土
地
の
様
子
。
人
別 

住
民
の

数
。
申
聞 

申
し
上
げ
て
お
聞
か
せ
す
る
。
其
役
所
帳
面
ヲ
茂
相
渡

候
程
相
心
得 
翌
四
年
に
か
け
て
調
査
の
上
差
し
出
す
べ
き
項
目
の

一
覧
が
藩
内
各
村
々
に
配
布
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
各
村
ご
と
の

村
名
の
変
遷
や
枝
郷
名
、
山
・
池
・
川
・
街
道
な
ど
の
状
況
、
屋

敷
跡
・
古
戦
場
の
言
い
伝
え
、
産
物
に
つ
い
て
の
収
穫
期
や
作
り

方
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
古
文
書
の
写
し
、
伝
来
の
古
器
に
つ
い
て

の
い
わ
れ
、
地
士
・
大
庄
屋
な
ど
旧
家
の
由
緒
や
家
伝
の
写
し
、

寺
社
の
古
証
文
・
縁
起
・
過
去
帳
の
写
し
な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
た
（
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
）
。
伝
来
の
古
文
書
な
ど
は
、

現
物
を
提
出
す
る
の
で
は
な
く
写
し
を
差
し
出
す
よ
う
に
求
め
て

い
る
。

⑤
在
中 

農
村
部
。
地
士 

由
緒
を
持
つ
在
地
の
浪
人
。

⑥
右
之
通 

⑥
は
大
庄
屋
の
奥
書
。
①
～
⑤
を
写
し
て
、
⑥
の
奥
書

を
添
え
大
庄
屋
は
村
々
に
宛
て
て
い
る
。
写
差
越
「
写
」
は
①
～

⑤
。
代
官
か
ら
の
書
面
の
写
し
。
御
書
面 

①
～
⑤
。
朔
日 

一
日
。

村
々
あ
て 

こ
こ
に
は
天
田
組
一
七
か
村
の
村
名
と
庄
屋
の
名
が
書

か
れ
て
い
た
は
ず
。

〔
釈
文
〕

　
　
　
　

（
達
二
件
略
）

一
①
海
士
郡
一
ノ
坪
村
孫
八
と
申
者
、
家
際
ニ
牛
一
疋
ツ
ナ
キ

捨
有
之
由
、
村
方
相
調
へ
心
当
り
之
も
の
有
之
候
ハ
ヽ

申
出
候
様

　
　
　
　

十
月
八
日

　
　
　
　

（
日
付
二
件
略
）

〔
読
み
下
し
文
〕

一
①
海
士
郡
一
ノ
坪
村
孫
八
と
申
す
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家い
え

際ぎ
わ

に
牛
一い
っ

疋ぴ
き

繋
ぎ
（
ツ
ナ
キ
）

捨
て
之こ
れ

有
る
由
、

　
　
　
　

村
方
相
調
べ
心
当
り
之の

も
の
之こ
れ

有
り
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）

申
し
出
で
候
様

【
牛
一
疋
ツ
ナ
ギ
捨
て
】

　

大
き
な
忘
れ
物
で
す
。
大
き
す
ぎ
て
目
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
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②
右
三
通
十
月
十
八
日
八
つ
時
ニ
参
、
直
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
部
へ
遣
ス

　
　
　
　
　
　

②
右
三
通
十
月
十
八
日
八
つ
時ど
き

に
参
る
、
直じ
き

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財た
か

部ら

へ
遣つ
か
わす

〔
文
意
例
〕

①
海
士
郡
一
ノ
坪
村
の
孫
八
と
申
す
者
が
、
（
自
分
の
）
家
際
に
牛
一
疋
繋
ぎ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
達
二
件
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
付
二
件
略
）

①

②



− 92 −− 93 −

〔
語
意
・
語
法
〕

①
海
士
郡
… 

①
は
大
庄
屋
同
士
の
廻
達
か
。
こ
れ
を
写
し
て
大
庄

屋
は
村
へ
送
っ
て
い
る
。
一
ノ
坪
村 
海
南
市
下
津
町
。
ツ
ナ
キ
捨

「
繋
捨
」
。
つ
な
い
だ
ま
ま
に
し
て
お
く
。
つ
な
ぎ
っ
ぱ
な
し
に

す
る
。
有
之
由 

後
ろ
に
「
申
出
候
」
を
補
う
と
分
か
り
や
す
い
。

「
之
」
は
強
調
。
村
方
「
方
」
は
そ
れ
に
属
す
る
人
た
ち
。
ま

た
、
そ
れ
を
す
る
係
り
。
申
出
「
心
当
り
之
も
の
」
が
直
接
大
庄

【
支
度
は
握
り
飯 

一
】

　

十
月
二
十
八
日
で
す
か
ら
新
暦
換
算
で
十
一
月
七
日
に
な
り
ま

す
。
稲
作
は
す
べ
て
終
了
。
勘
定
方
は
毛
付
け
（
米
の
出
来
具

合
）
を
調
べ
た
上
で
年
貢
率
を
決
め
ま
す
。
こ
れ
を
記
し
た
免め
ん

定
じ
ょ
う

を
与
え
る
儀
式
、
「
免
下
ケ
」
を
開
く
の
で
頭
百
姓
は
参
集
せ
よ

と
い
う
の
で
す
。

　

「
免
下
ケ
」
を
開
く
に
当
た
っ
て
、
追
っ
て
代
官
同
士
が
決
め

た
基
準
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
基
本
は
倹
約
令
に
の
っ
と
り
、
勘
定

方
役
人
に
も
酒
の
接
待
は
し
な
い
、
集
ま
る
村
役
人
も
握
り
飯
を

用
意
す
る
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
百
姓
も
豊
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
か
ら
、
せ
め
て
宿や
ど

賄ま
か
ない
ぐ
ら
い
は
食
べ
た
か
っ
た
の

屋
に
申
し
出
る
の
で
は
な
く
、
「
心
当
り
之
も
の
」
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
庄
屋
が
大
庄
屋
に
伝
え
る
。

②
右
三
通
… 

②
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
八
つ
時 

午
後
二

時
。
財
部 

天
田
組
財
部
村
。
遣
ス
「
遣
」
は
、
（
動
作
者
へ
の
敬

意
が
失
せ
て
）
人
を
派
遣
す
る
。
他
へ
や
る
。

ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
こ
と
を
届
け
て
き
た
）
。
（
そ
れ
ぞ
れ
の
）
村
で
調
べ
（
忘
れ
物
の
牛
に
）
心
当
り
の
者
が
い
れ
ば

（
庄
屋
は
関
係
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
）
報
告
す
る
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　

②
右
の
三
通
が
十
月
十
八
日
八
つ
時
に
着
い
た
。
直
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
部
村
へ
送
っ
た
。
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で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
に
は
つ
ま
り
酒
が
入
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
だ

め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
も
う
お
わ
か
り

で
し
ょ
う
、
そ
れ
こ
そ
守
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
。

〔
釈
文
〕

①
来
ル
廿
八
日
薗
浦
御
代
官
所
ニ
お
ゐ
て
、
御
免
定

御
下
ケ
有
之
候
筈
候
間
、
例
之
通
各
頭
百
姓

壱
、
両
人
つ
ゝ
被
召
連
、
同
日
五
つ
時
同
所
へ
御
出

揃
可
被
申
候
、
依
之
急
村
次
順
を
以
申
越
候
、
以
上

〔
読
み
下
し
文
〕

①
来
る
廿
に
じ
ゅ
う

八
日
薗
浦
御
代
官
所
に
お
い
（
ゐ
）
て
、
御
免
定

御
下
げ
之こ
れ

有
り
候
筈
に
候
間
、
例
之の

通
り
各
お
の
お
の

頭か
し
ら

百び
ゃ
く

姓
し
ょ
う

壱い
ち

、
両
人
ず
つ
（
つ
ゝ
）
召
し
連
れ
ら
れ
（
被ら
れ

二
召め
（
し
）

　

連つ
（
れ
）

一
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
日
五
つ
時ど
き

同
所
へ
御
出で

①

②
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揃ぞ
ろ

い
申
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ   

被る
レ

申も
う
（
さ
））候
、

　
　
　
　
　

之こ
れ

に
依よ

り
急
ぎ
村む
ら

次つ
ぎ

順じ
ゅ
んを
以
て
申
し
越
し
候
、
以
上

　
　
　
　

②
十
月
廿
に
じ
ゅ
う

四
日
夕
六
つ
半
参
り
、
直じ
き

に
嶋
へ

　
　
　
　

②
十
月
廿
四
日
夕
六
つ
半
参
り
、
直
ニ
嶋
へ

〔
文
意
例
〕

①
来
る
二
十
八
日
、
薗
浦
御
代
官
所
に
お
い
て
、
御
免
定

御
下
げ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
例
の
通
り
各
お
の
お
の（
庄
屋
）
は 

頭か
し
ら

百び
ゃ
く

姓
し
ょ
う

一
、
二
人
ず
つ
お
召
し
連
れ
に
な
っ
て
、
同
日
五
つ
時
に
同
所
へ
御
出

揃
い
な
さ
る
よ
う
に
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
急
ぎ
村む
ら

次つ
ぎ

順
を
以
て
申
し
伝
え
る
。
以
上

　
　
　
　

②
十
月
廿
四
日
夕
六
つ
半
（
こ
の
書
面
が
）
参
っ
た
（
の
で
）
、
直す
ぐ

に
嶋
へ
（
送
っ
た
）
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
来
ル
廿
八
日
… 

①
は
差
出
人
名
が
な
い
が
、
内
容
か
ら
大
庄
屋

が
各
村
庄
屋
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
薗
浦
御
代

官
所 

薗
浦
に
あ
っ
た
日
高
代
官
所
。
免
定
「
め
ん
さ
だ
め
」
「
め

ん
じ
ょ
う
（
状
）
」
。
そ
の
年
の
年
貢
率
を
記
し
た
書
面
。
下
ケ 

与
え
る
こ
と
。
有
之
「
之
」
は
強
調
。
候
間
「
間
」
は
原
因
、
理

由
を
示
す
。
「
…
な
の
で
」
。
例
之
通 

恒
例
の
「
免
状
御
下
ケ
」

だ
か
ら
。
各
頭
百
姓
「
各
」
は
「
各
村
庄
屋
は
」
。
「
頭
百
姓
」

は
五
人
組
頭
。
壱
、
両
人 

一
、
二
人
。
被
召
連
「
被
」
は
尊
敬
を

表
す
助
動
詞
。
庄
屋
に
対
す
る
大
庄
屋
か
ら
の
敬
語
。
五
つ 

午
前

八
時
頃
。
出
揃 

す
べ
て
が
揃
っ
て
出
る
。
該
当
す
る
村
が
顔
を
そ

ろ
え
る
。
可
被
申
候
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の
意
志
を
表
す

助
動
詞
。
「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上

の
動
詞
（
「
出
揃
」
）
を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、
敬
っ
て
表
現

し
た
り
す
る
。
村
次
順 

廻
状
を
回
す
村
の
順
番
。
申
越
「
越
」
は
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行
く
。
来
る
。

②
十
月
… 

②
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
夕
六
ツ
半 

午
後
七
時
頃
。

【
支
度
は
握
り
飯 

二
】

〔
釈
文
〕

①
口
六
郡
仲
間
ゟ
配
下
へ
別
紙
之
通
相
達
候
筈

相
定
り
候
ニ
付
、
右
壱
通
差
遣
候
、
右
之
趣
ニ
得

其
意
、
夫
々
へ
可
被
相
達
候
、
②
尤
当
郡
之

儀
ハ
遠
在
ゟ
罷
越
候
村
役
人
共
も
有
之
候

ハ
ヽ
、
諸
事
右
ニ
准
シ
取
扱
可
被
申
候
、
依
之

相
達
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
秦
友
七

　
　
　
　

十
月
廿
日

　
　
　
　
　
　

大
庄
屋
あ
て

　
　
　
　

③
当
寅
免
下
ケ
之
節

一
御
代
官
初
、
衣
服
綿
服
之
事

一
④
支
度
之
儀
、
一
菜
ニ
而
湯
漬
之
節
、
尤
酒
・
肴

　

出
シ
申
間
敷
候

一
⑤
村
々
役
人
之
儀
、
庄
屋
・
肝
煎
・
頭
百
姓
罷
出
、

　

歩
行
ハ
召
連
申
間
敷
候
、
支
度
者
握
飯

　

用
意
、
宿
賄
ハ
不
相
成
事

〔
読
み
下
し
文
〕

①
口
六
郡
仲
間
よ
り
配
下
へ
別
紙
之の

通
り
相
達
し
候
筈
に

相
定
り
候
に
付
き
、
右
壱い
っ

通
差
し
遣
し
候
、
右
之の

趣
に

其そ
の

意
を
得え

、
夫そ
れ

々ぞ
れ

へ
相
達
さ
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ  

被る
二
相あ
い

達た
っ
（
さ
）

一
）
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
尤も
っ
とも
当
郡
之の

儀
は
遠
在
よ
り
罷ま
か

り
越
し
候
村
役
人
共ど
も

も
之こ
れ

有
り
候
そ
う
ら

は
ば
（
ハ
ヽ
）
、

　
　
　

諸
事
右
に
准じ
ゅ
んじ
取
り
扱
い
申
さ
る
可
く
候
、
之こ
れ

に
依よ

り

相
達
し
候
、
以
上

　
　
　
　

③
当
寅
免
下
げ
之の

節

一
御
代
官
初
め
、
衣
服
綿
服
之の

事

一
④
支
度
之の

儀
、
一
菜
に
て
（
而
）
湯
漬
け
之の

節
、
尤
も
酒
・
肴

さ
か
な

　

出
し
申
す
ま
じ
く
（
間
敷
）
候

一
⑤
村
々
役
人
之の

儀
、
庄
屋
・
肝
煎
・
頭
か
し
ら

百
姓
罷ま
か

り
出
で
、

　

歩あ
る

行き

は
召
し
連
れ
申
す
ま
じ
く
候
、
支
度
は
（
者
）
握
り
飯

　

用
意
、
宿や
ど

賄ま
か
な
いは
相
成
ら
ざ
る
（
不ざ
（
る
））事
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⑥
右
之の

趣
村
役
人
共ど
も

へ
心
得
に
申
し
聞
け
可
き
事

⑦
右
之の

通
り
仰
せ
越
さ
れ
（
被れ
二
仰お
お
（
せ
）

　

 

越こ
（
さ
）

一
）
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
し
差
し
越
し
候
、
御
書

面
之の

趣
相
心
得
ら
る
可
く
（
可べ
（
く
）

レ   

被ら
る

二
相あ
い

心こ
こ
ろ

得え
一
）
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之こ
れ

に
依よ

り
申
し
越
し
候
、
以
上

　
　
　
　

⑧
同
夜
五
つ
時ど
き

に
名
屋
よ
り
着
、
直じ
き

に
嶋
へ

⑥
右
之
趣
村
役
人
共
へ
心
得
ニ
可
申
聞
事

⑦
右
之
通
被
仰
越
候
ニ
付
写
差
越
候
、
御
書

面
之
趣
可
被
相
心
得
候
、
依
之
申
越
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
伊
左
衛
門

　
　
　
　

十
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　

⑧
同
夜
五
つ
時
ニ
名
屋
ゟ
着
、
直
ニ
嶋
へ

〔
文
意
例
〕

①
口
六
郡
各
代
官
か
ら
（
共
同
で
）
配
下
（
大
庄
屋
）
へ
別
紙
（
「
当
寅
免
下
ケ
之
節
」
）
の
通
り
達
す
る
こ
と
に

合
意
し
た
の
で
、
「
別
紙
」
一
通
を
送
る
。
別
紙
の
事
柄
を

了
解
し
、
各
村
役
人
へ
お
達
し
な
さ
る
よ
う
。
②
も
っ
と
も
当
郡

は
遠
方
の
村
か
ら
来
る
村
役
人
共
も
あ
る

け
れ
ど
も
、
諸
事
右
「
別
紙
」
に
準
じ
取
扱
な
さ
る
よ
う
。
よ
っ
て

達
す
る
。
以
上

　
　
　
　

③
当
寅
年
免
下
げ
の
決
ま
り
ご
と

一
御
代
官
初
め
（
村
役
人
に
い
た
る
ま
で
）
、
衣
服
は
綿
服
に
限
る
こ
と
。

一
④
（
免
下
げ
に
出
張
し
て
く
る
勘
定
方
役
人
へ
の
）
食
事
は
、
一
菜
で
湯
漬
が
決
ま
り
ご
と
。
酒
・
肴
は
決
し
て

　

出
さ
な
い
。

一
⑤
村
々
か
ら
の
役
人
に
つ
い
て
だ
が
、
庄
屋
・
肝
煎
・
頭
百
姓
が
出
向
き
、
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歩
行
は
召
し
連
れ
て
き
て
は
い
け
な
い
。
食
事
は
握
飯
を

　

用
意
し
、
宿
賄
は
し
て
は
な
ら
ぬ
。

⑥
右
の
内
容
を
村
役
人
共
へ
心
得
と
し
て
申
し
聞
か
せ
る
こ
と
。

⑦
右
の
通
り
の
内
容
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
き
た
の
で
写
し
を
渡
す
。
御
書

①

②
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③

④⑤
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
口
六
郡
仲
間
「
仲
間
」
は
代
官
同
士
の
こ
と
。
別
紙 

③
～
⑥
。

「
当
寅
免
下
ケ
之
節
」
。
免
下
げ
に
当
た
っ
て
の
代
官
同
士
の
合

意
事
項
。
①
は
代
官
津
秦
氏
の
端
書
き
。
こ
れ
と
⑥
の
奥
書
を
加

え
、
「
当
寅
免
下
ケ
之
節
」
を
写
し
て
、
代
官
津
秦
氏
は
大
庄
屋

面
の
取
り
決
め
を
お
心
得
に
な
る
よ
う
に
。
よ
っ
て
申
し
送
る
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　

⑧
同
夜
五
つ
時
に
名
屋
村
か
ら
着
、
す
ぐ
に
嶋
村
へ
（
送
る
）
。

⑥⑦

⑧
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に
送
っ
た
。
相
達
候
筈
相
定
り
候 

代
官
同
士
の
協
議
で
、
各
郡

と
も
同
内
容
の
別
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
の
配
下
へ
達
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
右
壱
通 
別
紙
「
当
寅
免
下
ケ
之
節
」
。
差
遣
「
差
」
は
接

頭
語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
「
遣
」
は

上
位
者
が
人
を
や
る
、
行
動
さ
せ
る
、
物
を
や
る
。
得
其
意
「
得

意
」
は
、
了
解
す
る
。
満
足
す
る
。
夫
々 

村
役
人
。
可
被
相
達

候
「
可
」
は
単
独
で
も
話
し
手
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。
「
可
…

候
」
の
方
が
丁
寧
。
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。
こ
こ
は
大

庄
屋
に
対
す
る
て
い
ね
い
語
。

②
遠
在 

遠
方
の
村
。
罷
越
「
罷
」
は
下
の
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。

有
之
候
ハ
ヽ
「
候
ハ
ヽ
」（ 

だ
と
す
れ
ば
。
仮
定
）
は
「
候
得
共
」

（
だ
け
れ
ど
も
）
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。
「
之
」
は
強
調
。
右
ニ
准
シ

「
右
」
は
「
別
紙
」
。
「
遠
在
」
か
ら
の
村
役
人
で
も
別
紙
通
り
で

特
別
扱
い
は
し
な
い
。
取
扱
「
扱
」
が
「
木
」
偏
。

③
当
寅
免
下
ケ
之
節 

表
題
。
「
免
下
ケ
」
に
対
す
る
取
り
組
み

を
各
郡
横
並
び
に
す
る
必
要
か
ら
、
口
六
郡
代
官
同
士
で
取
り
決

め
を
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
倹
約
令
に
則
し
た
、
質
素
を
旨
と
す

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
「
免
」
は
年
貢
率
。
「
下
ケ
」
は
与
え

る
。
そ
の
年
の
年
貢
率
を
伝
え
る
儀
式
。
「
節
」
は
節
操
・
節
義

の
「
節
」
。
御
代
官
初 

代
官
自
身
に
対
す
る
規
制
も
同
時
に
書
か

れ
て
い
る
。

④
支
度
之
儀 

以
下
に
百
姓
の
「
支
度
」
も
記
し
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
は
代
官
所
で
の
、
勘
定
方
役
人
へ
の
取
り
持
ち
か
。

「
支
度
」
は
食
事
。
一
菜 

お
か
ず
一
品
。
湯
漬 

ご
飯
に
湯
を
か
け

た
物
。
尤
酒
・
肴
…
間
敷
「
尤
」
は
否
定
文
の
場
合
、
少
し
も
。

決
し
て
。
「
肴
」
は
酒
の
つ
ま
み
。

⑤
頭
百
姓 

五
人
組
組
頭
。
歩
行 

人
足
。
小
者
。
支
度 

村
役
人
の

支
度
。
宿
賄 

宿
屋
で
の
食
事
。

⑥
右
之
趣
… 

⑥
は
日
高
代
官
津
秦
友
七
の
奥
書
。
「
趣
」
は
、
同

じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄
の

方
向
。

⑦
右
之
通 

右
の
通
り
の
内
容
で
。
「
右
」
は
①
～
⑥
の
代
官
の

触
。
⑦
は
大
庄
屋
の
奥
書
。
被
仰
越
「
仰
」
も
敬
語
で
「
被
」
と

二
重
敬
語
。
「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
写
差
越
「
写
」
は
①
～

⑥
。

⑧
同
夜
… 
⑧
は
御
坊
村
庄
屋
の
書
き
込
み
。
五
つ
時 

八
時
頃
。
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